
２

３

４

５

６

７

８

９

１０

改修工事特記仕様書（建築）ⅰ

改修工事特記仕様書（建築）ⅱ

１１

１２

１

M７ 改修後平面詳細図（換気設備）

M６ 現況平面詳細図（換気設備）

M５ 改修後平面詳細図（給排水衛生設備）

M４ 現況平面詳細図（給排水衛生設備）

M３ 配置図（給排水衛生設備）

M２ 機器・器具表

M１ 特記仕様書（機械）

E５ 弱電設備　改修後　全体平面図

E４ 弱電設備　平面詳細図（改修前・後）

E３ 電灯設備　平面詳細図（改修前・後）

E２ コンセント設備　平面詳細図（改修前・後）

E１ 改修工事特記仕様書（電気）

１３

１４ 天井伏図・部分詳細図

建具表・建具図

改修後展開図ⅲ

改修後展開図ⅱ

改修後展開図ⅰ

改修後平面詳細図

現況平面詳細図

現況平面図

仕上げ表

現況展開図

断面詳細図（現況・改修後）

令和３年度　神戸地区市民センター共用トイレ改修工事

配置図兼仮設計画図



件名

図名 縮尺

A2

工 事 名

Ⅰ　工事概要

令和３年度
神戸地区市民センター共用トイレ改修工事

２．工事内容　建物名：神戸地区市民センター

・共用トイレ改修工事

　男性用トイレ

　女性用トイレ

　みんなのトイレ（多目的トイレ）

Ⅱ　建築改修工事仕様
１．共通仕様

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、「三重県公共工事共通仕様書」, 「公共建

築改修工事標準仕様書」（以下「改標仕」）による。

２．特記仕様
( 1)項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

(2)特記事項は、◎の付いたものを適用する。

◎印が付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

◎印と※印の付いた場合は、共に適用する。

(3)特記事項に記載の（　）内表示番号は建築改修工事標準仕様書の当該図又は当該表を

示す。

１
　
一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

 章     項 　目                       特　記　事 　項

１適用基準等

・　プラント再生舗装技術指針　　日本道路協会（平成４年版）

２工事実績情

報の登録等 

・　受注者は、受注時において工事請負代金額５００万円以上の工事につい

て、工事実績情報サービス(CORI NS)に基づき受注時に工事実績情報として

「工事カルテ」を作成し、監督員の確認を受けたうえ、１０日以内に登録

申請しなければならない。

  また、（財）日本建設情報センター発行の「工事カルテ受領書」が受注

者に届いた場合は、その写しを直ちに監督員に提出しなければならない。

・　受注者は、下請負に付する場合は、部分下請届出書及び施工体制台帳を

監督員に提出しなければならない。

・　受注者は、各下請者の施工の分担関係を表示した施工体系図を作成し、

工事現場の見やすい場所に掲げなければならない。

３　発生材の

処理等

・　引き渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　）　   ( 1. 1. 13)

・　特別管理産業廃棄物  ※有(               )

処理方法(                       )   

・　現場において再利用を図るもの(                 　　　　)  

・　再生資材の利用を図るもの

・　アスファルトコンクリート塊

・　セメントコンクリート塊 

・　建設発生木材 

・　引渡を要するものについては調書作成し、監督員へ提出すること。

・　引渡を要しないものは、全て構外に搬出し、建設工事に係る資材の再資

源化等に関する法律、再生資源の利用の促進に関する法律、廃棄物の処理

及び清掃に関する法律、その他関係法令に従い適切処理し、監督員に報告

する。（マニフェストA票とE票については写しと種類別集計表を作成して

提出すること。）

４　施工条件 ・監督員と協議し決定する。   　　　　　　　 　　　　   ( 1. 3. 5)

施工可能時間帯　※指定なし　・　監督員と打合せの上決定

部位別の施工順序　※指定なし　・　

工事車両の駐車場　※指定なし　・図示　・　

資材置場　※指定なし　・図示　・　監督員と打合せの上決定

監督員と打合せの上決定

５　技能士 ※　職種別に可能なものについては積極的に活用すること。　　　 (1. 6. 2)

・鉄筋工事・コンクリート工事・鉄骨工事・ブロック及びALCパネル工事

・防水工事・石工事・タイル工事・木工事・屋根及び樋工事・左官工事

・塗装工事・建具工事・内装工事・植栽工事
・駆動装置が電動による建具等の２次側の配管・配線及び操作スイッチ

・自動閉鎖装置取付け箇所の切込み及び補強

※図示した壁・天井の仕上材・下地材の切込み及び補強

・図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔・開口部の補強

施工範囲18 設備工事と

の取合い 

には、監督員と協議すること。

※箇所数は各室２面程度とする。規定の箇所数が確保できない場合

・ｱﾙﾊ゙ ﾑ１部(大きさ335㎜×290㎜程度、ｶﾗー ｻー ﾋﾞ ｽ版)   

※台紙貼り１部（ｶﾗー ｻー ﾋﾞ ｽ版、）17 完成写真

完成図はJWWファイルとする。

完成図の著作権にかかる使用権は発注者に移譲するものとする。

※完成図作図範囲（全ての図面　）

※作成する（※完成図　・保全に関する資料）　　　　　　 (1. 8. 2)16 完成図等

れる部分は被写体に巾広テープを添えて撮影する。（1部）

工事中ー進捗状況の撮影記録をすると共に、特に竣工後、隠ぺい又は埋設さ

着工時ー敷地及び周辺の道路、建築物、工作物等の現況の撮影。（1部）15 工事写真

建設機械の使用 策型建設機械をできる限り使用する。

※排出ガス対策型建設機械指定要領に基づき指定された排出ガス対14 排出ｶ゙ ｽ対策

元調整を行い、工事の再開は監督員の承認を得てから行うこと。

又、周辺住民からの苦情があった時は、工事を一時中断し、誠意をもって地

振動規制法に基づき関係機関への届出・打合せの上、作業に着手する事とし

※特定作業に伴って発生する騒音は、低振動・低騒音に努め騒音規制法及び

機械をできる限り使用する。の防止 

13 騒音・振動 ※低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定に基づき指定された建設

の指定工法による。の工法

12 特別な材料 ※建築改修工事標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は当該製品

※報告書　2部

※測定方法（※パッシブ法　・アクティブ法）

※対象箇所（※2箇所　・　　　　　　　）

（　　　）
その他

ﾍ゙ ﾝｾ゙ ﾝ
ﾊ゚ ﾗｼ゙ ｸﾛﾛｴﾁﾙﾍ゙ ﾝｾ゙ ﾝｽﾁﾚﾝｷｼﾚﾝﾄﾙｴﾝﾎﾙﾑｱﾙﾃ゙ ﾋﾄ ﾞ

※測定物質（○で示したものとする。）

度測定

物質の濃

中の化学

11 室内空気 

努めること。

※本工事の施工に関しては、ホルムアルデヒド及び揮発性物質の発生抑制に

分に行い、室内に発散した化学物質等を室外へ放出させること。

適切な乾燥時間をとるものとする。また、施工時、施工後の通風、換気を十

※接着剤及び塗料の塗布にあたっては、使用方法及び塗布料を十分に管理し、

全管理

10　施工中の安

ができる。

る。入手困難な場合は監督員と協議のうえ、他の同等の製品に変更すること製品の利用
９　ﾘｻｲｸﾙ認定 ※本工事では三重県ﾘｻｲｸﾙ製品利用推進条例に基づく認定製品を使用してい

什器等は、①から④の各項による。

⑤　①から④の建築材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他

出して監督員の確認を受けたものとする。

ものとし、該当製品が無い場合は、使用しようとする材料の比較資料を提

　④　塗料は、ﾎﾙﾑｱﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ は①とし、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍ゙ ﾝｾ゙ ﾝを発散しない

する。

使用しようとする材料の比較資料を提出して監督員の確認を受けたものと

ｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍ゙ ﾝｾ゙ ﾝを発散しないものとし、該当製品が無い場合は、

発性の可塑剤を使用し、ﾎﾙﾑｱﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ については①とし、ｱｾﾄｱﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ 、ﾄﾙ

③　接着剤は、ﾌﾀﾙ酸ｼ゙ ﾌ゙ ﾁﾙ及びﾌﾀﾙ酸ｼ゙ ｴﾁﾙﾍｷｼﾙを含有しない難揮

料を提出して監督員の確認を受けたものとする。

しないものとし、該当製品が無い場合は、使用しようする材料の比較資

②　保温材、緩衝材、断熱材はﾎﾙﾑｱﾙﾃ゙ ﾋﾄ ﾞ については①とし、ｽﾁﾚﾝを発散

ものとする。

は、使用しようとする材料の比較資料を提出して監督員の確認を受けた

を　発散しないか、F☆☆☆☆であること。または、該当製品が無い場合

ｰﾃｨｸﾙﾎ゙ ｰﾄ ﾞ 、その他の木質建材、ﾕﾘｱ樹脂及び仕上げ塗材は、ﾎﾙﾑｱﾙﾃ゙ ﾋﾄ ﾞ

※①　合板、木質系ﾌﾛｰﾘﾝｸ゙ 、構造用ﾊ゚ ﾈﾙ、集成材、単板積層材、MDF、ﾊ゚

の廃棄物で得られた再生資源についても利用促進を図るものとする。

と。また、建設工事で得られた再生資源の活用はもちろんのこと、他産業

※　品質が求められる水準以上であれば、県内生産品の優先使用に努めるこ

考）又はこれらと同等とする。

（以下「評価名簿」という）及び別記記載の資材及び見積りメーカー（参

８　建築材料等

調査 
７　施工計画 調査　・行う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1. 5. 1)

・その他指示する書類

施工計画書 契約締結後30日以内

１ヶ月毎

報告書

工事履行状況 写真

4

3

2

1

番号 提出書類

工程表

火災保険又は

請負賠償責任保険等

部数

1

2

2

2

直ちに

加入後契約原本の写しを

契約締結後5日以内

提出期限 備考

実施工程表の書式等は、監督員の

指示による。

受取人→受注者
加入額→請負代金額
加入期間→内部造作開始又は

設備内部配管配線

工事施工における提出書類は、次による６　書類の書式 施工図

設備機器の位置、取合いなどの検討できる施工図を提出して、監督員の

承諾を受ける。
・基準高さ：

工事施工に際し、在来部分を汚損した場合又は損傷した場合は、構造・仕上19 養生その他

20 事故報告 

21 工事期間 

22 施工図 

げ共在来にならい補修する。

工事施工中に事故が発生した場合は、直ちに監督員に通報するとともに、事

故の発生報告書を監督員に速やかに提出すること。

※監督員と打合せの上決定

・施工図の作成範囲：

１外部足場 　

２材料、撤去
材等の運搬

ｶー ﾃﾝ等の
養生 

６仮設便所  

７工事用水 

８工事用電力 

事務所
５受注者

間仕切り

カーテン脱着養生方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2. 3. 1)

種別　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種　　　　　　　(表2. 2. 2)

外部足場の保護シート等による養生　・適用する　・適用しない　 (2. 2. 1)

外部足場の種別　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　　　(2. 2. 1) (表2. 2. 1)

保管場所　※構内既存施設内

・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　　　　　　　　　　　　　　　(2. 3. 2) (表2. 3. 1)

・面材の種類：合板5. 5mm

合板又は石こうボードの塗装　・行う　※行わない

※設置する

１０　㎡程度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　(2. 4. 1)

・男女別ユニットトイレ汲取式　・共用型１穴ユニットトイレ汲取式

構内既存の施設　・利用できる（※有償　・無償）　※利用できない

構内既存の施設　・利用できる（※有償　・無償）　※利用できない

３
　
防
　
水
　
工
　
事

 １シーリング
 用材料   

種別　　　材　種　　　　　　　　　施　工　箇　所

　(表3. 7. 1)

SR-1

ｼﾘｺｰﾝ系 ガラス、メラミン化粧板、化粧台廻り

・

SR-2
ｼﾘｺｰﾝ系

・

変成ｼﾘｺｰﾝ系 アルミドアカバー工法廻り
MS-2

・

・

PS-2
ﾎ゚ ﾘｻﾙﾌｧｲﾄﾞ 系

ﾎ゚ ﾘｳﾚﾀﾝ系・
PU-2

ｱｸﾘﾙ系・
AC-1

接着性試験 ・簡易接着性試験　・引張接着性試験　 　　　　　　(3. 7. 8)
・行わない

４
　
建
　
具
　
改
　
修
　
工
　
事

１改修工法
建具

・かぶせ工法（・カバー工法　・持出し工法　・ノンシール工法）

・撤去工法　（・はつり工法　・引抜き工法）

ｱﾙﾐﾆｳﾑ及びｱﾙﾐﾆｳﾑ合金の表面処理の種別　　　　　 　　　　　　(表5. 2. 2)  

・Ｂ－１ 　無着色陽極酸化塗装複合皮膜       JI S H8602

２建具用金物 金物の見掛かり部等の材質  　　　 　　　　　　　　　       ( 5. 7. 2)

※改共仕表5. 7. 1(その1) (その2)による                        

・                                                 

 マスターキー　・製作する　・製作しない　　　　　　　　　　(5. 7. 4)  

性能値等　　　　  　　　 　　　　　　　　　       ( 5. 9. 3) (表5. 9. 1）３自閉式上吊
引戸装置

４ガラス  板ガラス　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　(5. 13. 2)   

厚 さ       備　　　　考           
・フロート板ガラ                                       3mm

5mmス                                                  

・型板ガラス         4㎜                                  

・網入り板ガラス            ・ひし網　・角網                  6. 8
・線入り板ガラス                                       

材料板ガラスの種類及び厚さ等         
・合わせガラス                                         

・強化ガラス                                          

５ｶ゙ ﾗｽとめ材

 建具の種類                種　　　　　類          

アルミニウム

製         　　　・シーリング材                              

・ガスケット ※グレイジングチャンネル形（枠見込み70㎜の引違い、片引き障子の場合）

・

鋼製       　　　・シーリング材　・ガスケット                    

ステンレス製 　　・シーリング材　・                            

板ガラスをはめ込む溝の大きさ                               
※表5. 13. 1による（枠見込み70㎜のｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具の場合（強化、合わせ、

倍強度ガラスを用いる場合を除く））                        

種　　　類 性　　　能 厚　さ 備　考

・その他 (6. 8. 2( c) )

2. 5㎜ＦＳ マーブル

種類の記号 色　柄 厚　さ 備　考

・ビニル床シート　【ＪＩＳ　Ａ５７０５（ビニル系床材）】 (6. 8. 2( a) )
材料　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6. 8. 2)

ﾀｲﾙ張り
及びｺﾞ ﾑ床
ﾋﾞ ﾆﾙ床ﾀｲﾙ

７ﾋﾞ ﾆﾙ床ｼー ﾄ

下地

６軽量鉄骨壁
・５０形　・６５形　・７５形　・９０形　・１００形                     

スタッド、ランナーなどの種類       　　　　　　　　　(6. 7. 2) (表6. 7. 1)

・使用する　・使用しない

既存埋込みインサート　　　　　　　　　　　　　　　    　(6. 6. 4( a) ( 1) )

・野縁受け

・ダブル野縁

・シングル野縁 ・１９形　　・２５形

・１９形　　・２５形

・１９形　　・２５形

天井下地

５軽量鉄骨 野縁等の種類 (6. 6. 2) (表6. 6. 1)

 代用樹種の使用　・禁止する　・禁止しない　　　          (表6. 5. 4)

方立て 米栂

額縁 米栂

下地材 米栂

部材名称 等　級 部材名称 等　級 部材名称 等　級

構造材及び下地材の等級

不透明塗料塗りの場合 ・A種　・B種

場合
の
透明塗装塗り

は

生地のまま又

使用箇所 部　材　名　称

枠、額縁、敷居、かも居、
かまちの類

押入、戸棚等の内面造作の類

・A種（ただし、見掛かり

の面）・B種

・A種　・B種

等　級

造作材の等級 (6. 5. 2( b) ( 2) (ⅲ) ) (表6. 5. 3)

造作材

構造材、下地材

部材名称 種別

・A種　・B種

・A種　・B種

木材の含水率（工事現場搬入時、質量比）　　　　　(6. 5. 2( a) ( 1) ) (表6. 5. 2)

４木下地等 表面仕上げ　   ・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　　　　　(6. 5. 1( c) ) (表6. 5. 1)    

下地補修

３既存壁撤去

（　図示による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

既存間仕切壁の撤去に伴う他の構造体の補修工法　　　        　(6. 3. 2)   

（施工範囲及び施工によって汚れが生じた範囲　　　　　　　　　　　　）
改修後の床の清掃範囲　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　(6. 2. 2( c) )

・行う　・行わない
浮き、欠損部等による下地モルタルの撤去下地補修

２既存床撤去 既存床仕上げ材の除去等　　　　　　　　　　　　　　　(6. 2. 2( a) ( 1) )

・行わない                       

・行う（図示による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

 天井の撤去に伴う取り合い部の壁面改修　　　 　　　　　　　　(6. 1. 3( f ) )  

（図示による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

天井内の既存壁の撤去に伴う取り合い部の天井改修範囲　　　 　(6. 1. 3( c) )  

５
内
装
改
修
工
事

 １一般事項 既存間仕切壁の撤去に伴う取り合い部分の改修範囲　 　　　　　(6. 1. 3( b) )  

改修部分 改　修　範　囲

・天井

・壁

・床 図示による

図示による

図示による

(5. 13. 2( b) )   

２
　
仮
　
設
　
工
　
事

1

令和３年度　神戸地区市民センター共用トイレ改修工事

改修工事特記仕様書（建築）ⅰ

３既存ﾌ゙ ﾗｲﾝﾄﾞ

４ 仮設

・　公共建築改修工事標準仕様書　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（最新版）

・　建築工事標準詳細図　　建設大臣官房官庁営繕部監修（最新版）

施工可能日・指定あり(トイレ改修工事の着手）

材料・設備機材等品質性能評価事業　建築材料等評価名簿」（最新版）

※　本工事に使用する建築材料等は、国土交通大臣官房官庁営繕部監修「建築

・本工事着手前に、給排水、ガス管、地下埋設物等の調査を行う。

１．工事場所　伊賀市　上神戸　地内



件名

図名 縮尺

令和３年度　神戸地区市民センター共用トイレ改修工事 A2

８畳敷き

９せっこう

ボード

その他ボ

ード及び

合板張り

工法

下地   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6. 8. 3( a) )

・モルタル下地　・木下地　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

ビニル床シート張り　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　(6. 8. 3( b) )

熱溶接工法　・適用する　・適用しない

種別　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種                     　( 6. 12. 2) ( 表6. 12. 1)

( 6. 13. 2) ( 表6. 13. 1)

名称 種　　類 規格、区分等 厚さ　（㎜）

壁

・せっこうﾎ゙ ｰﾄﾞ （GB-R）

せ
っ
こ
う
ボー

ド
製
品

・ｼー ｼ゙ ﾝｸ゙ せっこうﾎ゙ ｰﾄﾞ ( GB-S)

・強化せっこうﾎ゙ ｰﾄﾞ (GB-F)

・せっこうﾗｽﾎ゙ ｰﾄﾞ ( GB-L)

・不燃積層せっこうﾎ゙ ｰﾄﾞ ( GB-NC) 模様無し

・９．５（準不燃）

・１２．５（不燃）

・１５．０（不燃）

・９．５（準不燃）

・１２．５（不燃）

・１５．０（不燃）
天井

・12. 5（不燃）・12. 5（準不燃）

・12. 5（不燃）・　

※９．５

※９．５（不燃）

※９．５（不燃）トラバーチン

・化粧せっこうﾎ゙ ｰﾄﾞ （GB-D) 普通 ・トラバーチン・９．５（準不燃）
・木目模様 ・9. 5（準不燃）　・12. 5（不燃）

特殊

吸
音
材
料

・ロックウール吸音ﾎ゙ ｰﾄﾞ ( RW-B)

・ｸ゙ ﾗｽｳー ﾙ吸音ﾎ゙ ｰﾄﾞ ( GW-B)

・ﾛｯｸｳー ﾙ化粧吸音（DR)

１　号 ・２５

・２５ガラスクロス包２号　３２Ｋ

内部用 普通

立体模様
・9. 0（不燃）　・12

・12. 0（不燃）　・　

・9. 0（不燃）　・　

・12. 0（不燃）　・　立体模様

普通軒天用

セメント
繊維強化 ・0. 8けい酸カルシウム板（0. 8FK） ・10. 0　・　

・天然木化粧合板

合
　
　
板

特　殊

合　板
・特殊加工化粧合板

・なら　　・しおじ

・　

化粧単板※０．３未満　・　

板　※４．２　・　

・メラミン化粧合板

・ポリエステル化粧合板

・　

※３. ０

・　

有孔合板 ・シナ ・5. 5

 合板類、MDF及びﾊ゚ ｰﾃｨｸﾙﾎ゙ ｰﾄ ﾞ のﾎﾙﾑｱﾙﾃ゙ ﾋﾄ ﾞ の発散量               

 ※Ｆ☆☆☆☆　　・Ｆ☆☆☆                                 

遮音シール材

・適用する（ｱｸﾘﾙ系ｼー ﾘﾝｸ゙ 材・ｼ゙ ｮｲﾝﾄｺﾝﾊ゚ ｳﾝﾄﾞ ）　・適用しない

ﾎﾙﾑｱﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ の発散量　※Ｆ☆☆☆☆　　・Ｆ☆☆☆10壁紙張り

施　工　箇　所

( 6. 14. 2)

品質の程度 防火性能
不燃壁

 　 品 質 の 程 度 欄 に 記 載 し た 商 品 名 は 、 品 質 の 程 度 を 示 す た め の 参 考 商 品 名 で あ る 。

11断熱材 ロックウール、グラスウール、ユリア樹脂又はメラミン樹脂を使用した断熱  

材のﾎﾙﾑｱﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ の発散量                                    

 ※Ｆ☆☆☆☆　　・Ｆ☆☆☆                                 

 断熱材打込み工法        　　　　　　　　　　　　　　　　　　(9. 5. 2)  

種　　　類 種　　別 厚さ（㎜） 施工箇所

・ビーズ法ポリスチレンフォーム

・押出法ポリスチレンフォーム
・　 ・

・２５　・５０・保温板２種ｂ

・保温板３種ｂ ・２５　・　
・５０

・５０・24kg/ｍ3

・　・硬質ウレタンフォーム

・グラスウール

上記保温材は、特定フロンを含まないものとする。               

 断熱材現場発泡工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(9. 5. 3)  

難燃性 厚さ（㎜） 施　工　箇　所

・２級

・３級 ・　

・２５ ※窓回り等の断熱材補修部分、ﾙー ﾌﾄﾞ ﾚﾝ回り

の床版下等、部分的に後張りとしなければな

らない箇所

・　

 上記保温材は、特定フロンを含まないものとする。               

12接着剤 壁紙施工用でん粉系接着剤、ﾕﾘｱ樹脂等を用いた接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃ゙ ﾋﾄﾞ の発散量
※Ｆ☆☆☆☆　　・Ｆ☆☆☆

１材料 建物内部に使用するﾕﾘｱ樹脂等を用いた塗料のﾎﾙﾑｱﾙﾃ゙ ﾋﾄ ﾞ の発散量        

※Ｆ☆☆☆☆　　・Ｆ☆☆☆ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする  　　　　　　　　　　(7. 1. 3)   

・次の箇所を除き防火材料とする。（箇所   　         　　            ）

２下地調整 種別　　　　　　　　　　　　　     　( 7. 2. 2～7. 2. 7) (表7. 2. 1～7. 2. 7)

下　　　地 種　　　別

・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

・ＲＡ種　・ＲＢ種　・ＲＣ種

・木部

・鉄鋼面

・亜鉛めっき面

・ﾓﾙﾀﾙ面、ﾌ゚ ﾗｽﾀー 面

・ｺﾝｸﾘｰﾄ、ＡＣＬパネル面

・ｺﾝｸﾘｰﾄ、押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

・せっこうﾎ゙ ｰﾄﾞ 、その他のﾎ゙ ｰﾄ ﾞ

・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

・ＲＡ種　・ＲＢ種　・ＲＣ種

・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

塗料塗り 鉄鋼面錆止め塗料　※Ａ種（屋外、屋内）　・Ｂ種（屋内）

錆止め塗料塗り種別　　　　　　　　　　　　　 (7. 3. 3) ( 表7. 3. 3～7. 3. 4)

鉄鋼面　　　　　・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種

亜鉛めっき面　　・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種

４合成樹脂 塗料種別　※１種　・　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 7. 4. 2)

種別　　　　　　　　　　　　　　      ( 7. 4. 3～7. 4. 5) ( 表7. 4. 1～7. 4. 3)調合ﾍ゚ ｲﾝﾄ

塗り 下　地 種　　　別
・木部 ・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種
・鉄鋼面

・亜鉛めっき面
・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

５ｵｲﾙｽﾃｲﾝ 種別 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 7. 14. 2) ( 表7. 14. 1)

塗り

2改修工事特記仕様書（建築）ⅱ

６
　
塗
　
装
　
　
改
　
修
　
工
　
事

⑦
　
建
 
設
 
廃
 
棄
 
物
 
の
 
処
 
理

３錆止め

１再 資 源

化 等

塗料種別  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (7. 3. 2) (表7. 3. 1)

再資源化する建設廃棄物

　※建設リサイクル法による特定建設資材廃棄物　　※金属類

　※資源有効利用促進法に基づく指定再資源化製品

　※資源有効利用促進法に基づく指定再利用促進製品

　・廃棄物処理法に基づく水銀使用製品産業廃棄物

　・硬質ポリ塩化ビニル管及び継手　・ガラス

指定建設資材廃棄物としての木材の縮減(焼却)　※不可　・可

再資源化して現場で利用する建設廃棄物

２処理に

注意を

廃棄物

要する建設

　・せっこうボード(石綿含有)　・せっこうボード(ひ素･カドミウム含有)

　・せっこうボード(上記以外)

　・ＣＣＡ処理木材(クロム･銅･ひ素化合物系防腐処理木材)

処理の方法

　・解体共仕第４章５節による。

　　施工に先立ち、処理計画書を作成し、監督員の承諾を受けること。

中間処理、再資源化施設

処理に注意を要する建設廃棄物　　　　　　　　　　 　　　　　 　
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令和３年度　神戸地区市民センター共用トイレ改修工事 A2

ポスターケース

構成は協議による

3

施設用仮設トイレ（目隠し共）

バリケード

バリケード

バ
リ
ケ
ー
ド

配置図兼仮設計画図
1:200(A2)
1:282(A3)



件名

図名 縮尺

令和３年度　神戸地区市民センター共用トイレ改修工事 A2

仕上げ表
4

■　改修前

2, 600

2, 400

2, 600
ソフ ト幅 木H=75mm

１０ ０角 タイル 貼り

ソ フト 幅木 H=75mm

便　 所

倉　 庫

■　改修後

室　名

室　名

巾　木

巾　木

床

床

腰　壁

腰　壁

天　井

天　井

C H

C H

備　考

備　考

廊 　下

男性 用ト イレ

み んな のト イレ

女性 用ト イレ

倉　 庫

廊　 下

長 尺塩 ビシ ート厚 2. 0mm張 替え（ 一部 ）

下 地現状 のま ま

土間 コン クリ ート 厚100mmモ ルタ ル厚 30mm下 地

土間 コン クリー ト厚 100mmモル タル 厚30mm下 地

土 間コ ンク リー ト厚 100mmモル タル 厚30mm下地

土 間コ ンク リー ト厚 100mmモル タル 厚30mm下地

長 尺塩 ビシ ート 厚2. 5mm貼 り

長 尺塩 ビシ ート 厚2. 5mm貼 り

長 尺塩 ビシ ート 厚2. 5mm貼 り

長尺塩 ビシ ート 厚2. 0mm張 替え （一 部）

ビニ ールク ロス 張替 え（ 一部 ）

プラ スタ ーボ ード厚 9. 5mm下 地（ 一部）
2, 600

2, 400

2, 400

2, 400

2, 600
壁面 収納 （復 旧一部 修理 ）

メ ラミ ン不 燃化 粧板 厚3. 0mm貼 り

メ ラミ ン不 燃化 粧板 厚3. 0mm貼 り

メ ラミン 不燃 化粧 板厚 3. 0mm貼り

サ イン プレ ート ・消 毒液 置台・ 天井 点検 口１ か所 追加

シ ージ ング石 膏ボ ード 厚12. 5mm下地

化粧 石膏 ボード 厚9. 5mm貼り

化 粧石 膏ボ ード 厚9. 5mm貼 り

化 粧石 膏ボ ード 厚9. 5mm貼 り

化粧石 膏ボ ード 厚9. 5mm貼 り（ 一部 ）ケイ 酸カ ルシ ュウ ム板 厚10mm貼り EP（ 一部 ）

洋 風便 器・ 小便 器・ 洗面 器・鏡 ・ペ ーパ ーホ ルダ ー

マ ルチ シン ク・ 換気 扇

ソフ ト幅 木H=75mm

メ タル 幅木 H=60mm

メタ ル幅 木H=60mm

メタ ル幅 木H=60mm

ソ フト幅 木H=75mm

（ 一部 張替 え）

（ 一部 張替 え）

1: 100( A2)
1: 141( A3)

モ ルタ ル下 地モ ザイ クタ イル貼 り（ 撤去 ）

（ 撤去 ）

１０ ０角タ イル 貼り （撤 去） プラ スタ ーボ ード 厚9. 0mm目 透し 貼りEP（撤 去）

（全 部撤 去）土間コンクリート厚100mmモルタル厚30mm下地（撤去） モルタル下地（CB部）（撤去）・ラスモルタル下地（木部）（撤去）

土間 コン クリ ート 厚100mmモ ルタ ル厚30mm下 地 （撤 去） プ ラス ター ボード 厚9. 0mm下地（ 撤去 ）

プ ラス ター ボード 厚9. 0mm目透し 貼り EP（ 一部 撤去 ） 収納 階段・ 壁面 収納 （移 設）

長 尺塩 ビシ ート厚 2. 0mm貼 り（一 部撤 去） ビニー ルク ロス 貼り （一 部撤 去） ロッ クウ ール 吸音板 厚9. 0mm貼り（ 一部 撤去 ）

プ ラス ター ボー ド厚9. 0mm捨貼 り（一 部撤 去）

長 尺塩 ビシ ート 厚2. 0mm貼 り（ 一部撤 去）

土間コンクリート厚100mmモルタル厚30mm下地（一部撤去） （一 部撤去 ）

ジプ トー ン厚9. 0mm貼り （一部 撤去 ）

石 膏ボ ード 厚12. 5mm*2重下 地（ 一部 ）

フック・汚垂石・トイレブース・換気扇・シートペーパーホルダー

マルチシンク・フック・トイレブース・換気扇・シートペーパーホルダー

ロ ックウ ール 吸音 板厚 9. 0mm貼り （一 部）

洋風便器・小便器・洗面器・鏡・手すり・ペーパーホルダー

洋風便器・洗面器・鏡・手すり・ペーパーホルダー

車椅子対応腰掛便器・バリアフリー洗面器・はね上式手すり

ベビーキープ・ペーパーホルダー・鏡・コールボタン・換気扇シー ジン グ石 膏ボー ド厚 12. 5mm下 地

シージ ング 石膏 ボー ド厚 12. 5mm下 地
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A

B

C
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プロパン庫

事務所

玄関ポーチ

LM-1 湯沸室

ホール

和室

縁側押入

床の間

床の間

押入

ガラスを含む
建具養生（　　　）

仮設間仕切B種
(床面～天井面)

床養生

勝手口 廊下
木製ドア

仮設間仕切B種
(床面～天井面)

厨房

ガラスを含む
建具養生（　　　）

改修工事範囲

1 2 3 3' 4 5

令和３年度　神戸地区市民センター共用トイレ改修工事

現況平面図

A2

和室

洋室（B） 倉庫

共用便所

洋室（A）

（アイホン　CBN-5C同等品）

トイレ呼出表示器（５窓）（新設）

51: 100( A2)
1: 141( A3)

改修工事範囲

ベニア板・シート・テープ

床：長尺塩ビシート厚2. 0mm張替え部分



件名

図名 縮尺

4
,
3
0
0

8,500

天井収納はしご

（既存のまま）

▽
土

間
コ

ン
ク

リ
ー

ト
取

壊
し

範
囲

6,000

上
部

：
T
V
収

納
盤

（倉庫へ移設）

TV収納盤撤去

（倉庫へ移設）

補強CB壁厚100mm(14段)撤去

木製引き違い戸撤去

木製間仕切撤去範囲

木製引き違い戸撤去 木製片引き戸撤去枠共

敷居テラゾブロック撤去

掃除用流し撤去

面台テラゾブロック撤去

カガミ・照明器具撤去(２台)

壁掛手洗器撤去(２台)

天井点検口
天井点検口撤去

紙巻器撤去

手摺撤去
厨房

小便器間仕切撤去

床置小便器撤去

下地モルタル共
壁タイル撤去

トイレスクリーン撤去

洋風便器撤去

2,500 2,300

和風便器撤去

隅付ロータンク共

床タイル張り撤去

面台テラゾブロック撤去

D 展開 方 向

A

B

C

(３台)

令和３年度　神戸地区市民センター共用トイレ改修工事

現況平面詳細図

A2

940 3,630 1106303651,1301,430 185
80

額縁：木製
額縁：木製

アルミサッシ3, 630×1, 030（腰高H=990） アルミサッシ1, 130×730（腰高H=1, 380）

紙巻器撤去

外倒しアルミサッシ

630×730（腰高H=1, 380）

倉庫

廊 下

洋 室（ B)

共 用 便 所

シリアルナンバー: M391309）

61: 30( A2)
1: 42( A3)

壁石膏ボード撤去

床：長尺塩ビシート厚2. 0mm貼り

木製引き違い窓撤去

壁面収納撤去（コクヨ SMH-M2・SMH-K2・SMH-M2R

床：既設のまま

床：長尺塩ビシート厚2. 0張替え

・土間コンクリート厚100mm撤去部分を示す

・ワイヤーメッシュ6Φ×150×150撤去部分を示す

・防湿シート0. 15mm撤去部分を示す

・砕石：厚100mm撤去部分を示す

▽床ビニールシート貼り撤去範囲

▽
床

ビ
ニ

ー
ル

シ
ー

ト
貼

り
撤

去
範

囲

4
0
0

250

・床ビニールシート貼り撤去範囲を示す

▽天井貼り貼り撤去範囲

▽天井貼り貼り撤去範囲

▽
天

井
貼

り
貼

り
撤

去
範

囲

▽
天

井
貼

り
貼

り
撤

去
範

囲



件名

図名 縮尺

R=
1,

50
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8,500

2, 775 1, 7802, 0001, 945

2, 775

4
,
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2
,
3
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1
,
7
7
0

1
5
5

2, 965 2, 760

890970 1, 009

240

1, 945 1, 020 980 1, 780

850

A 1
0
0

9
7

850

1
,
4
4
5

1
9
0

960 590 120959

令和３年度　神戸地区市民センター共用トイレ改修工事

改修後平面詳細図

A2

83

1
20

A

B展 開 方 向

C

D

男 性 用 ト イ レ

み ん な の ト イ レ倉 庫

1
,
6
0
0

1
,
6
0
0

フック

フック

フック

2
0
0

上 部 棚 （ ２ 段）

女 性 用ト イ レ

掃 除 用具 入 れ

（既設倉庫より移設）

壁見縁（額縁下）

△

△ ビ
ニ

ー
ル

床
シ

ー
ト

貼
り

復
旧

範
囲

70 750750 987 800※ ※ ※
70

81070975

引き残し 引き残し 引き残し 引き残し

鉄骨柱芯

木製壁芯

18
0

≒
22

.
5

木製間仕切芯

軽量間仕切芯

≒
22

.
5

木製間仕切芯

軽量間仕切芯

廊 下

厨 房

洋 室 （ B）
既設天助収納はしご

設備壁

洗面器（小型）

洗面器（小型）

120

999

120

隔て板

隔て板

799壁：ケイ酸カルシュウム板（厚10. 0）EP塗装

壁見縁

方立て（米栂）

SOP塗装 レールにて固定

木製額縁４方（米栂）

SOP塗装

マルチシンク

設備壁

設備壁

GW充填

GW充填

床見切り40×20

ステンレス製

壁：メラミン不燃化粧板
（厚3. 0）

GW充填
LGS（STD65）

LGS（STD65）

LGS（STD65）

LGS（STD75）

LGS（STD75）

壁：メラミン不燃化粧板
（厚3. 0）

ステンレス製
床見切り40×20

下地

ＲＣ・ＣＢ
Ａ

（既存）
（ － ）シージング石こうボード（厚12. 5）ＧＬ工法＋メラミン不燃化粧板（厚3. 0）

仕上

（片面）石こうボード（厚12. 5）＋シージング石こうボード（厚12. 5）＋メラミン不燃化粧板（厚3. 0）

（片面）石こうボード（厚12. 5＊②重）＋ビニルクロス

ＬＧＳ

（ＳＴＤ65）
Ｂ

Ｃ
ＬＧＳ

（ＳＴＤ65）
（両面）シージング石こうボード（厚12. 5）＋メラミン不燃化粧板（厚3. 0）

ＧＷ充填

○

下地

Ｄ

○

ＬＧＳ

（ＳＴＤ65）

Ｅ
ＬＧＳ

○

（ＳＴＤ65）

（片面）ケイ酸カルシウム板（厚10. 0）＋ＥＰ塗装

（片面）石こうボード（厚12. 5＊②重）＋ＥＰ塗装

（片面）石こうボード（厚12. 5＊②重）＋ビニルクロス

仕上 ＧＷ充填

○

Ｄ

Ｅ
室 ピ

ピ

ピＢ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

6
0
0

2
6
0

LGS（STD75）

設備壁

ベビーキープ

鉄骨柱芯

壁：石膏ボード（厚12. 5＊②重）EP塗装

TV収納盤復旧

（既設倉庫より移設）

8
7

8
7

設備壁
LGS（STD75）

汚垂陶板

5
3
0

8
5
0

8
5
01
,
6
3
5

Ａ

ピ

　コーナー用塩ビアングル（15ｍｍ）

　出隅用アルミジョイナー

室　サインプレート　アルミニウム　平付タイプ　Ｈ80*Ｗ250

F

（片面）シージング石こうボード（厚12. 5）＋メラミン不燃化粧板（厚3. 0）

（片面）シージング石こうボード（厚12. 5）＋メラミン不燃化粧板（厚3. 0）

LGS（STD75）

F F

木下地

（既存） 胴縁：45×21 @455

壁面収納復旧（破損部補修 コクヨSMH-M2
シリアルナンバー: M391309）

71: 30( A2)
1: 42( A3)

5
3
0

1, 105920600 ※

有効幅550

▽

▽

600

( SK-SS-2T 表示板ステンレス製　神栄ホームクリエイト（株）同等品)

消 毒 液 置 台 （ 150× 450×30）
( ゴ ム集 成 材 )

　サインプレート　アルミニウム　突出タイプ　Ｈ200*Ｗ200



件名

図名 縮尺

令和３年度　神戸地区市民センター共用トイレ改修工事 A2

8

4, 3001, 350 6, 000 1, 350 4, 300

1: 30

断面詳細図（現況・改修後）
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天井：化粧プラスターボード厚9. 0mm底目貼り

廻縁：45×40

鴨居：45×100

床：畳敷き込み

床板：ラワンベニア厚12. 0mm

根太：45×45@450 防腐木材

大引：100×100@1000 防腐木材

束：100×100@1000 防腐木材

敷居：60×100

鴨居：60×100

長押：36×100

敷居：45×100

下地：モルタル厚30mm

1
0
01

0
0 3
0

30
1
0
0

10
0

床：畳敷き込み

床板：ラワンベニア厚12. 0mm

根太：45×45@450 防腐木材

大引：100×100@1000 防腐木材

束：100×100@1000 防腐木材

3
0

1
0
0

1
00

天井：化粧プラスターボード厚9. 0mm底目貼り

敷居：60×100

廻縁：45×40

鴨居：45×100

長押：36×100

鴨居：60×100

敷居：45×100

下地：モルタル厚30mm

3
0

1
0
0

1
00

シージング石膏ボード厚12. 5mm*2重貼り下地

木下地 木下地

廊 　下

和　 室

6, 000

現況断面詳細図　便所 1: 30

1: 30( A2)

1: 42( A3)

床：畳敷き込み

床板：ラワンベニア厚12. 0mm

和　 室

FL
5
5
5

GL

6, 000

400

現況断面詳細図　倉庫
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廊 　下

下地：モルタル厚30mm
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床：畳敷き込み

床板：ラワンベニア厚12. 0mm

和　 室

60 60
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廊 　下

下地：モルタル厚30mm
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6, 000

1: 30
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3
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4
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1: 30
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0
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1
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3
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4
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3
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1
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1
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FL

GL

5
0
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男 性用 トイ レ

改修後断面詳細図　男性用トイレ

改修後断面詳細図　女性用トイレ

女性 用ト イレ

床：モザイクタイル貼り（撤去）

下地：モルタル厚30mm（撤去）

土間コンクリート厚100mm（撤去）

ワイヤーメッシュ 6Φ×150×150（撤去）

防湿シート厚0. 15mm（撤去）

砕石：厚100mm（撤去）

床：長尺塩ビシート厚2. 0mm貼り（撤去）

天井：ロックウール吸音板厚9. 0mm貼り（一部撤去）

天井：プラスターボード厚9. 0mm透かし貼りEP（撤去）

壁：ラスモルタル下地100角タイル張り（撤去）

壁：ビニールクロス貼り（撤去）
プラスターボード厚9. 0mm下地（撤去）

プラスターボード厚9. 0mm捨貼り（一部撤去）

木下地（頭ツナギまで撤去）

土間コンクリート厚100mm（新設）

ワイヤーメッシュ 6Φ×150×150（新設）

防湿シート厚0. 15mm（新設）

砕石：厚100mm（新設）

床：長尺塩ビシート厚2. 5mm貼り（新設）

下地：モルタル厚30mm（新設）
巾木：メタル幅木H=60mm（新設）

天井：化粧石膏ボード厚9. 5mm貼り（新設）

壁：メラミン化粧不燃板厚3, 0mm貼り（新設）

シージング石膏ボード厚12. 5mm下地（新設）

LGS 65下地（新設）

壁：ビニールクロス貼り（新設）

（新設）

天井：ロックウール吸音板厚9. 0mm貼り（一部新設）

プラスターボード厚9. 0mm捨貼り（一部新設）

床：長尺塩ビシート厚2. 0mm貼り（新設）

床：長尺塩ビシート厚2. 0mm貼り（撤去） 床：長尺塩ビシート厚2. 0mm貼り（一部撤去）

土間コンクリート厚100mm（一部撤去）

ワイヤーメッシュ 6Φ×150×150（一部撤去）

防湿シート厚0. 15mm（一部撤去）

砕石：厚100mm（一部撤去）

下地：モルタル厚30mm（一部撤去）
床：長尺塩ビシート厚2. 0mm貼り（新設）

床：長尺塩ビシート厚2. 0mm貼り（新設）

下地：モルタル厚30mm（新設）

土間コンクリート厚100mm（新設）

ワイヤーメッシュ 6Φ×150×150（新設）

防湿シート厚0. 15mm（新設）

砕石：厚100mm（新設）

天井：新設部分（現況ボード割りによる）
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共用トイレ倉庫 共用トイレ
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6, 000

共用トイレ 倉庫 共用トイレ

6, 000

ﾄｲﾚｽｸﾘｰﾝ撤去

面台 テラゾブロック撤去テラゾブロック撤去

木製建具撤去（引戸）

間仕切撤去

（枠とも）

木製建具撤去

壁タイル貼り撤去
下地モルタルとも

設備壁撤去 沓摺テラゾブロック撤去（60*120）

小便器撤去（3組）

掃除用流し撤去

2
,
4
0
0

1
0
0

間仕切撤去

間仕切撤去
木製建具撤去（引戸）（枠とも）

設備壁撤去

ﾄｲﾚｽｸﾘｰﾝ撤去

設備壁撤去

面台

面台

テラゾブロック撤去

テラゾブロック撤去 間仕切撤去

2
4
0

9
9
0

1
,0
3
0

壁掛手洗器撤去(２台)

カガミ・照明器具撤去(２台)

和風便器撤去
隅付ロータンク共

掃除用流し撤去

床置小便器撤去(３台)

小便器間仕切撤去

補強CB壁厚100mm(14段)撤去

補強CB壁厚100mm(14段)撤去
壁石膏ボード撤去

展開図　Ａ 展開図　Ｂ

展開図　Ｃ 展開図　Ｄ

件名

図名

令和３年度　神戸地区市民センター共用トイレ改修工事

現況展開図 縮尺

A2

面台

石膏ボード撤去

既存のまま

補強CB壁厚100mm(14段)撤去
壁石膏ボード撤去

シリアルナンバー:M391309）
（倉庫へ移設）

9

ソフト幅木撤去（H=75)

1: 50( A2)

壁面収納撤去（破損部補修 コクヨSMH-M2・SMH-K2・SMH-M2R

1: 70( A3)



A2

既設額縁ＳＯＰ塗装
木製額縁（米栂）ＳＯＰ塗装
既設額縁内

既設額縁ＳＯＰ塗装

既存のまま 壁見切 ガラスフィルム貼り メタル幅木（Ｈ60）

ＳＯＰ塗装
面台天板 

2
,
4
00

ＳＯＰ塗装

Ａ

メラミン不燃化粧板（厚3. 0）

4, 300

2
,
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4
0
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,
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00
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,
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0

展開図　Ｂ展開図　Ａ
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,
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0
0

設
備

壁
1
,
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0
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Ｂ

壁見切

4
0
0

2,
0
0
0

女性用トイレ

メラミン不燃化粧板（厚3. 0）

4, 300

床見切40*20（ステンレス製）

2
,
4
0
0

件名

図名

令和３年度　神戸地区市民センター共用トイレ改修工事

縮尺

2, 7602, 9652,775

8,500

倉庫 女性用トイレ 男性用トイレ

120
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,
0
0
0

1
,
08

5

設
備

壁
1
,
2
0
0

1
,
2
00

ポストフォーム 

汚垂陶板

木製額縁４方（米栂）出隅用
アルミジョイナー

1
,
9
0
0

120

ＬＳＤ2

（壁内臓タイプ）

倉庫男性用トイレ 女性用トイレみんなのトイレ

2, 7751, 9452, 0001, 780

8, 500

Ｂ Ｂ Ｅ

メタル幅木（Ｈ60）

LSD１
LSD３

男性用トイレ

メラミン不燃化粧板（厚3. 0）

設
備

壁
1
,2

0
0

1
,
20

0

木製額縁４方（米栂）

改修後展開図ⅰ

面台天板 

ポストフォーム 

530 850 850 530

汚垂陶板

展開図　Ｃ 展開図　D

1
,
2
8
0

7
3
0

3
9
0

9
9
0

1
,
0
30

38
0

設
備

壁
1
,
00

0
1
,
4
00

（TOTO YKH22同等品）

洋風便器

（LI XI L BC-P110SMA同等品）
マルチシンク

（LI XI L S-17同等品）

（LI XI L KF-5075同等品）

化粧鏡

小便器用手すり
（LI XI L KF-701AE同等品）

L型手すり

（LI XI L KF-920AE70D12同等品）

棚付二連紙巻器

（LI XI L CF-63HST同等品）

洗面器
（LI XI L L-176UFCR同等品）

小便器

（LI XI L U-A51AP同等品）

ベビーキープ
（TOTO YKA14同等品）

D

ＴＳ4
（隔て板）

床見切40*20（ステンレス製）

500*750

シリアルナンバー: M391309）
（既設倉庫より移設）

10

2
,
6
0
0

2
,6
0
0

ソフト幅木（Ｈ75）

ソフト幅木（Ｈ75）

1:50(A2)
1:70(A3)

壁面収納復旧（破損部補修 コクヨSMH-M2・SMH-K2・SMH-M2R

600

フック

シートペーパーホルダー
(LI XI L CF-24)



件名

図名 縮尺

A2

設
備

壁
1
,
0
0
0

コーナー用塩ビアングル

2
,
4
0
0

1
,
4
0
0

展開図　Ｄ

Ｃ

廊下 みんなのトイレ

2
,
7
0
0

2
,
4
0
0

Ｃ

みんなのトイレ

ＬＳＤ1
（壁内臓タイプ）

展開図　Ｃ展開図　Ｂ

ソフト幅木（Ｈ75）

ビニルクロス貼りメタル幅木（Ｈ60）
2
,
4
0
0

3
00

廊下

Ｃ

みんなのトイレ

展開図　Ａ

設
備

壁
1
,
0
0
0

1
,
4
0
0

2
,
4
0
0

メラミン不燃化粧板（厚3. 0）

みんなのトイレ

Ｃ

4, 300

2
,4

0
0

男性用トイレ

4
00

2
,
0
00

メラミン不燃化粧板（厚3. 0）

令和３年度　神戸地区市民センター共用トイレ改修工事

改修後展開図ⅱ

Ｃ

2, 760

9801, 780

設
備

壁
1
,
20

0
1
,
2
0
0

汚垂陶板

小便器

C

展開図　D

7
3
0

1
,
28
0

3
9
0

1
,
9
0
0

床見切40*20（ステンレス製）

出隅用

アルミジョイナー

1, 7702, 530

化粧鏡 500*750

車椅子対応腰掛便器
（LI XI L BC-220SK同等品）

バリアフリー洗面器
（LI XI L L-365APRS同等品）

可動式手すり

（LI XI L KF-471EH70同等品）

面台天板 

ポストフォーム 

2, 000

手すり

2, 375 *177. 5 2, 000 2, 375*177. 5

設
備

壁
1
,
0
0
0

1
,
4
0
0

2
,
0
0
0

4
0
0

消毒液置台（木製）

（アイホン　NBR-7HWA同等品）
8
0
0

非常灯設置用コンセント

掃除機用コンセント

コールボタン（ひも付き）

コールボタン（ひも付き）

TS3

展開図　C

5
0
0

1
,
90

0 2
,
4
0
0

1, 945

2, 965

メタル幅木（Ｈ60）

1, 020

男性用トイレ 女性用トイレ

Ｃ

アルミジョイナー
出隅用

棚：ポストフォーム

（アイカ工業　KXAタイプオープン棚同等品）

1
,
0
00

5
0
0

掃除用具入れ

7
0
0

（150*300*32）

150

50

11

ベビーキープ(LI XI L AC-BK-F62同等品)

1: 70( A3)

1: 50( A2)



件名

図名 縮尺

A2

枠とも
木製引違い戸撤去（2箇所）

木製間仕切撤去

6, 000

枠とも

展開図　Ａ

見切縁

壁ビニルクロス貼り

展開図　Ａ

令和３年度　神戸地区市民センター共用トイレ改修工事

改修後展開ⅲ

5, 500

コンクリートブロック間仕切撤去

2, 500 2, 300

1
9
0

木製引違い窓撤去

1
90

既存のまま

5,500

ＬＳＤ3

（壁内臓タイプ）
ＬＳＤ2
（壁内臓タイプ）

コーナー塩ビアングル

2,775 1,945 2,000 1,780 2,300

ＬＳＤ1
（壁内臓タイプ）

ＬＳＤ2
（壁内臓タイプ）

衝撃吸収目地 既存のまま
壁見切20*15
ＳＯＰ塗装

7
00

12

2
,
6
00

2
,
6
0
0

ソフト幅木撤去（Ｈ75） ソフト幅木撤去（Ｈ75）

ソフト幅木（Ｈ75） ソフト幅木（Ｈ75） ソフト幅木（Ｈ75）

1: 50( A2)
1: 70( A3)

室名札（脱着）

wi f i 装置（脱着）

wi fi 装置

室名札

壁ビニルクロス撤去

消毒液置台（ゴム集成材）
（150*450*30）

450

床長尺塩ビシート張替え



件名

図名 縮尺

令和３年度　神戸地区市民センター共用トイレ改修工事 A2

符　号　・　数　量

使用箇所・防火仕様

ＬＳＤ
1

1 箇所
ＬＳＤ

2
2 箇所

－男性用トイレ・女性用トイレ－みんなのトイレ

姿　　　　　　　図

※25 800 25

2
,
0
0
0

25 ※ 750 25

2
,
0
0
0

600

3
0
0

　▽ＦＬ

650

3
0
0

　▽ＦＬ

型式・防音・エアタイト仕様

寸法・見付・見込（枠見付・枠見込）

材　質　・　仕　様

仕　　　　　　　上

ガラス・種類・ガラス押え

建　　具　　金　　物

(付　　属　　金　　物)

備　　　　　　　考

符　号　・　数　量

使用箇所・防火仕様

3
ＬＳＤ

参考：小松ウォール　カームドア

駆動装置・沓摺（ＳＵＳ）・アルミガラリ

アルミレール・吊車・全開固定装置・ドアガイド

－

枠・扉：焼付塗装

枠・扉：亜鉛めっき鋼板（扉芯材：ペーパーコア）

４０

軽量鋼製片引き自閉式ハンガードア（壁内臓タイプ） 軽量鋼製片引き自閉式ハンガードア（壁内臓タイプ）

４０

枠・扉：亜鉛めっき鋼板（扉芯材：ペーパーコア）

枠・扉：焼付塗装

－

アルミレール・吊車・全開固定装置・ドアガイド

駆動装置・沓摺（ＳＵＳ）・アルミガラリ

参考：小松ウォール　カームドア

1 箇所 箇所

倉庫 －

25※92025
2
,
0
0
0

姿　　　　　　　図

　▽ＦＬ

770
3
0
0

軽量鋼製片引き自閉式ハンガードア（壁内臓タイプ）

４０

型式・防音・エアタイト仕様

寸法・見付・見込（枠見付・枠見込）

材　質　・　仕　様 枠・扉：亜鉛めっき鋼板（扉芯材：ペーパーコア）

枠・扉：焼付塗装仕　　　　　　　上

ガラス・種類・ガラス押え －

建　　具　　金　　物

(付　　属　　金　　物) アルミレール・吊車・全開固定装置・ドアガイド

駆動装置・沓摺（ＳＵＳ）・アルミガラリ

参考：小松ウォール　カームドア備　　　　　　　考

符　号　・　数　量
ＴＳ

1
1 箇所

ＴＳ
2

1 箇所
ＴＳ

3
1 箇所

ＴＳ
4

1 箇所

＊男性用トイレ＊男性用トイレ掃除用具入れ（女性用トイレ） ＊使用箇所・防火仕様 女性用トイレ ＊

姿　　　　　　　図

　▽ＦＬ

備　　　　　　　考

(付　　属　　金　　物)

建　　具　　金　　物

ガラス・種類・ガラス押え

仕　　　　　　　上

材　質　・　仕　様

寸法・見付・見込（枠見付・枠見込）

型式・防音・エアタイト仕様 トイレスクリーン

４０ｍｍ

芯材：ペーパーハニカムコア　枠：アルミ製

表面材：高圧メラミン樹脂化粧板　幅木：ＳＵＳ製

－

表示付スライドロック・笠木・アジャスター

 参考：小松ウォール　サニティ（ＴＢ－ＧＰＲ）

トイレスクリーン

４０ｍｍ

芯材：ペーパーハニカムコア　枠：アルミ製

表面材：高圧メラミン樹脂化粧板　幅木：ＳＵＳ製

－

笠木・アジャスター

 アルミエッジ・丁番吊

 参考：小松ウォール　サニティ（ＴＢ－ＧＰＲ）

トイレスクリーン

４０ｍｍ

芯材：ペーパーハニカムコア　枠：アルミ製

表面材：高圧メラミン樹脂化粧板　幅木：ＳＵＳ製

－

表示付スライドロック・笠木・アジャスター

 アルミエッジ・丁番吊

 参考：小松ウォール　サニティ（ＴＢ－ＧＰＲ）

トイレスクリーン（隔て板）

４０ｍｍ

芯材：ペーパーハニカムコア　枠：アルミ製

表面材：高圧メラミン樹脂化粧板　幅木：ＳＵＳ製

－

笠木・アジャスター・床レール・壁面レール

 アルミエッジ

 参考：小松ウォール　サニティ（ＴＢ－ＧＰＲ）

建具表・建具図

8,500

4
,
3
0
0

2
,
3
7
5

2, 775 2, 965

1, 945 1, 020

240

980

2, 760

1, 780

1
,
7
7
0

1
0
0

A

2, 775 1, 945 2, 000 1, 780

み ん な の ト イ レ

1
5
5

女 性 用 ト イ レ

男 性 用 ト イ レ

ＬＳＤ
3

ＬＳＤ
2

ＬＳＤ
1 ＬＳＤ

2

女性用トイレ反転

ＴＳ
4

ＴＳ
3ＴＳ

2

ＴＳ
1

1
,
60

0

1
,
63

5

1
0
2

1
0
2

1
,6

3
5

床レール・壁面レール・戸当り・非常時外開き仕様 床レール・壁面レール・戸当り・非常時外開き仕様床レール・壁面レール・戸当り

1,
6
0
0

979
799

799

100 600
1, 737

935 102

　▽ＦＬ　▽ＦＬ 6
5

1
,
8
0
5

1
,
9
1
0

2
0
2
0

775

1, 635

600 260

 アルミエッジ・丁番吊 （コマニー） （コマニー）

1
,
9
1
0

1
,
8
2
5

2
0

6
5

1
,
2
8
01
,
9
1
0

1
,
8
0
5

6
5

2
0

2
0

6
3
0

6
5

1
,
9
1
0

1
,
8
0
5

2
0

2
0

140 600 880

3, 322

120 600 880 102

9
2
0

9
9
0

　▽ＦＬ

131: 60( A2)

＊LSD扉レバーハンドル色は黄色とする。

1: 84( A3)

レバーハンドル・点検カバー・エアクッション・表示錠・サムターン レバーハンドル・点検カバー・エアクッション・サムターン

レバーハンドル・点検カバー・エアクッション・サムターン



天井伏図　　Ｓ=1:30

既存のまま

既存のまま
450×450
点検口（アルミ枠） 450×450

点検口（アルミ枠）

ア　

ア　
ア　

ア　

イ

8,500

2, 775 1, 7802, 0001, 945

2, 775

4
,
3
0
0

2
,
3
7
5

1
,
7
7
0

1
5
5

2, 965 2, 760

240

1, 945 1, 020 980 1, 780

A 1
0
0

男性 用ト イレ
み んな のト イレ

倉庫

女性 用ト イレ

掃除 用具 入れ

鉄骨柱芯

木製壁芯

木製間仕切芯

軽量間仕切芯

廊下

厨房

洋 室（ B） 既設天助収納はしご

鉄骨柱芯

ア　化粧石こうボード（厚9. 5ｍｍ）

共　塩ビ廻り縁（突付）

件名

図名 縮尺

令和３年度　神戸地区市民センター共用トイレ改修工事

　　　ステンレス箔
巾木：ＡＢＳ樹脂　Ｈ=60

アルミジョイナー

 壁： メラ ミン不 燃化 粧板 　出 隅・ 入隅 納め

ＬＧＳ：ＳＴＤ65　＠450

ＬＧＳ：ＳＴＤ65　＠450

シーリング

アルミジョイナー
( 焼き付け塗装仕上げ）

ＬＧＳ：ＳＴＤ65

壁：メラミン不燃化粧板　厚3. 0

壁：メラミン不燃化粧板　厚3. 0

10 
木下地98*45

ＬＧＳ：ＳＴＤ75

面台：メラミンポストフォーム

メラミン不燃化粧板　厚3. 0
面台壁：耐水石こうボード　厚12. 5

シーリング

10 

シーリング

耐水石こうボード　厚12. 5
メラミン不燃化粧板　厚3. 0

（ＧＬ工法）

面台：メラミンポストフォーム

面台壁：耐水石こうボード　厚12. 5

木下地98*45

ＬＧＳ：ＳＴＤ75

モルタル充填
ＳＵＳ見切：40*20*厚2. 0

床: ビニル床シート　厚2. 0床: ビニル床シート　厚2. 0
モルタル下地 モルタル下地

 廊下 床見 切り

　　石こうボード　厚12. 5

石膏ボード　厚12. 5

　　石こうボード　厚12. 5
壁：メラミン不燃化粧板　厚3. 0

石こうボード　厚12. 5

メラミン不燃化粧板　厚3. 0
耐水石こうボード　厚12. 5

　　モルタル下地

　　モルタル下地

床：ビニル床シート　厚2. 0

床：ビニル床シート　厚2. 0

ビニルクロス貼り
石膏ボード　厚12. 5

②重貼り

メラミン不燃化粧板　厚3. 0

 面台 ( ＬＧ Ｓ下 地）  面台 （Ｒ Ｃ・Ｃ Ｂ下 地）

巾木：　　　　　　

※ ※

 天井 廻縁

モルタル下地

シーリング

モルタル下地

 
2.

8

床: ビニル床シート　厚2. 0 汚だれ陶板　厚5. 0

 汚垂 石（ 男性用 トイ レ）

 ※衛生器具設置部は耐水石膏ボードを構造用合板貼りとする。  ※衛生器具設置部は耐水石膏ボードを構造用合板貼りとする。

ＬＧＳ：ＳＴＤ65

耐水石こうボード　厚12. 5
メラミン不燃化粧板　厚3. 0

ＬＧＳ：ＳＴＤ65　＠450

　　　（ＬＧＳ下地）
天井：化粧石膏ボード　厚9. 5

ケイ酸カルシウム板　厚10. 0

　　　（ＬＧＳ下地）
天井：化粧石膏ボード　厚9. 5

塩ビ廻縁

天井伏図・部分詳細図

A2

 巾 木（ ＬＧＳ 下地 ）

廊下

倉庫 女性 用ト イレ

男 性用 トイ レ

点検口（アルミ枠）

点検口（アルミ枠）

450×450

450×450

141: 30( A2)

1: 42( A3)

既設のまま

2
02
0

ソフト幅木　Ｈ=75

イ　石こうボード（厚9. 5ｍｍ）＋ﾛｯｸｳー ﾙ吸音板(厚9. 0mm)



件名

図名 縮尺

令和３年度　神戸地区市民センター共用トイレ改修工事 E

電気設備工事特記仕様書

令和３年度　神戸地区市民センター共用トイレ改修工事Ⅰ　工事名称

Ⅱ　工事場所

Ⅲ　建物概要

伊賀市　上神戸　地内

構　　造建物名称

神戸地区市民センター 　鉄骨造　地上１階建て

延面積（㎡）

329.65㎡

消施令の適用 備　　考

１．施行基準

Ⅳ　工事仕様

項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

　図面及び特記仕様書に記載のない事項については以下による。

　＊国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　　「公共建築工事標準仕様書　最新版」（建築工事編・電気設備工事編・機械設備工事編）

　　「公共建築設備工事標準図　最新版」（電気設備工事編・機械設備工事編）

　　「公共建築改修工事標準仕様書　最新版」（電気設備工事編・機械設備工事編）

　　「建築工事監理指針」「電気設備工事監理指針」「機械設備工事監理指針」　最新版

　＊国土交通省国土技術政策総合研究所及び独立行政法人建築研究所監修

　　「建築設備耐震設計・施工指針２００５年版」

　＊電気設備に関する技術基準を定める省令（電気設備技術基準）

　＊電力会社供給約款

　＊消防関連法規（条例・所轄署指導要領を含む）

　＊電気工事業の業務の適正化に関する法律・電気工事士法・労働安全衛生法

　＊その他関連法規、関連諸基準

　工事の詳細については、本設計図面及び仕様書による他、上記各施工基準に準拠し、２．一般事項

監督員指示の下に入念かつ誠実に施工すること。

　設計図書に定められた内容、現場の納まり・取り合い等の不明な点や施工上の困難・不都合、

図面上の誤記及び記載漏れ等に起因する問題点及び疑義、設計図書のとおりに施工することで将

来不具合が発生しうると予想される場合については、その都度、監督員と協議すること。

なお設計図書のとおりの施工であっても使用上の不具合が発生した場合は協議の上、

改善策を講じること。

　他工事との取合いについては予め当該工事関係者間において協議し、円滑な工事進捗に努める

こと。なお調整不足による意匠的な仕上がり不備や不具合が発生した場合は監督員の指示により

手直し施工を行うこと。

　・施工計画等 　受注者は、施工に先立ち、次の書類を提出し、監督員と打合わせを行うこと。

　＊総合施工計画書

　＊詳細施工図（施工図リストを含む）

　なお、これらの書類の作成に際し、施工上密接に関連する工事との納まり等について十分検討

　すること。

　・工事使用材料等 　工事に使用する機器及び材料等については、予め、次の書類を提出すること。

　＊使用機材届出書（メーカーリスト）

　＊機器明細図

　＊カタログ・製作図・その他諸資料

　なお、機器及び材料等の選定にあたっては電気設備工事指定資材見積メーカー（参考）及び国土

交通省大臣営繕部監修「建設材料・設備機材等品質性能評価事業」評価名簿（最新版）又は

これらと同等以上のものとする。

　また、品質が求められる水準以上であれば、県内生産品の優先使用に努め、「みえ・グリーン購

入基本方針」に準ずること。

　・工程表 　関連業者間にて十分協議し実施工程表、月間工程表を作成して監督員に提出すること。

　なお月間工程表には埋設・隠蔽・高所等の施工確認項目の該当時期を印すること。

　国土交通大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方（改訂第３版）－建築設備編」によるほか　・工事写真

監督員の指示により撮影し、電子納品及び以下のものを提出する。

　なおＣＤの提出部数は「電子納品」を参照

　・完成写真

　＊代表写真（不可視部分や材料、寸法写真、拡大写真、撤去処分品、搬出状況等）を抽出しＬ

　判相当サイズで印刷。　　　　（Ａ４版用紙に両面印刷にて３枚／ページ）　１部

　主たる電気設備の全景写真を黒板無しにて撮影し、Ｌ判相当サイズで印刷する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ａ４版用紙に３枚／ページ）１部

　撮影箇所は主要機器類、室内及び外構等の電気設備とする。詳細は監督員と協議する。

　工事が完成した時は各種の試験及び検査を受けるものとする。　・完成書類

　書類については以下のもの及び上記書類を併せ、監督員の指示に従い取りまとめ提出する。

　＊工事完成報告書、工事目的物引渡書、完成写真

　＊製本図面（竣工図）：図面枚数が少ない場合、合冊でもよい。

　　竣工図は、原図サイズ及びＡ３縮小版を各２部・施工図は、原図サイズ１部。

　　白焼き（青焼き不可）で文字潰れのないこと。表紙（可能な範囲で背表紙にも）に「年度、

　工事名、工期、竣工図（又は施工図）、受注者名」を印字（シール不可）すること。

　＊引渡目録、工事書類預り書

　＊工事書類（工事写真、安全教育・訓練に関する書類、産業廃棄物処理集計表等）

　＊工事書類（打合記録、工事材料搬入報告）

　＊完成図書（試験成績表、自社検査記録、機器完成図、取扱説明書、保証書、機器銘板写し等）

　＊官公署手続き書類等（検査済証、着工届出書、設置届出書、電力会社届出書類等）

　＊その他監督員の指示する書類

　ただし、作成しがたい場合は、監督員との協議による。

　なお、完成書類の著作権にかかる使用権は発注者に移譲するものとする。

　機器の動作確認、電圧・極性・相回転等の確認が出来るよう電源を確保すること。　・完成確認、完成検査時

　　　の電源確保

　監督員及び関係部署と協議調整し決定すること。　・施工条件

　・事故の発生時 　工事施工中に事故が発生した場合には直ちに監督員に通報するとともに、所定の様式により工事

事故報告書を監督員が指示する期日までに、監督員に提出しなければならない。

　なお、事故発生後の措置について監督員と協議を行うとともに、当該事故に係る状況聴取調査、

検証等に協力すること。

　・発生材の処理等 引き渡しを要するもの（　　　　　　　　　　）

　上記以外の引き渡しを要するものについては別途、監督員が指示する。

特別管理産業廃棄物　　□変圧器　　□コンデンサ　　□その他（　　　　　　　　　　　）

処理方法　　■現場内の監督員の指定する場所へ保管

　なお施工に際して、ＰＣＢ等特別管理産業廃棄物、及び疑わしき機器等を発見した場合は監督員

に報告し対応を協議するものとする。

　発注者へ引き渡すものについては「現場発生品調書」を提出すること。また再利用を図るものに

ついても調書を作成し、監督員へ提出すること。　引渡を要しないものは、全て構外に搬出し、

建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律、再生資源の利用の促進に関する法律、廃棄物の

処理及び清掃に関する法律、その他関係法令に従い適正に処理し、監督員に報告すること。

（マニフェストＡ、Ｅ票の写を監督員に提出する）

□構内敷きならし　□場外搬出（片道運搬距離　約　　ｋｍ）　　　　　・残土処分

　・電子納品 　工事完成図書は、竣工図・施工図のＣＡＤデータ（ＪＷＷ）及びＰＤＦを格納。

レ

　工事に伴う関係官公署、電力会社、電気保安管理者等への諸手続きは、受注者がこれを代行し、　・諸手続

　・消防提出書類

必要経費も本工事に含む。

　消火器の設置届については、電気設備にて設置届を提出する必要がある場合は、消火器について

も併せて届出すること。ただし機械設備にて設置届を提出する必要がある場合は機械設備に含める

ものとする。防火対象物使用開始届については書類の作成（電気設備図面の用意及び電気設備に関

する部分の記述）を行うこと。

項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

　・既設との取合い

　・既設設備の調査

　本工事施工に伴う既設設備の軽微な加工改造は、本工事とする。

　既設設備の改修を含む場合、他の設備、施設運営に影響を来さないよう、現地工事着工前に充分

な調査をおこなうこと。又、施工前後で比較を行るよう工事前にも絶縁抵抗測定を行っておくこと。

　新築、増築等で自家用電気工作物の範囲が変更になった場合、その供用開始から引渡しまでの電　・工事中の保安管理

　・不当介入を受けた

場合の措置

気保安管理にかかる費用は本工事に含まれる。

　暴力団員等による不当介入（三重県公共工事等暴力団等排除処置要綱第２条第１項第１項第１０

号）を受けた場合の措置について

　（１）受注者は暴力団員等（三重県公共工事等暴力団等排除処置要綱第２条第１項第１項第８

　号）による不当介入を受けた場合は、断固としてこれを拒否するとともに、不当介入があった

　時点で速やかに警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行うこと。

　（２）（１）により警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行った場合には、速やかに

　発注者に報告すること。発注者への報告は文書で行うこと。

　（３）受注者は暴力団員等により不当介入を受けたことから工程に遅れが生じる等の被害が生じ

　た場合は、発注者と協議を行うこと。

　耐震措置の計算及び施工方法は、次の事項以外は全て「官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説３．耐震基準

平成８年版」（建設大臣官房長官庁営繕部監修）及び「建築設備耐震設計・施工指針（２００５年

版）」（国土交通省国土技術政策総合研究所及び独立行政法人建築研究所監修）による。

（１）局部震度法による建築設備機器の設計用標準水平震度（Ｋｓ）

（２）地域係数は１．０とする。

（３）自重が１００ｋｇ以下の比較的軽量な機器（標準仕様書の適用を受けるものは除く）の

取付については、取付下地を入念に施工し、標準メーカーの指定する方法で確実に

取付を行うものとするが、監督員の承諾を受ける。

（４）配管配線及びダクトの支持は、標準仕様書及び標準図による。

（５）機器の耐震計算書を提出すること。

重量１ｋＮ（１００ｋｇ）以上のアンカー取付機器

※盤類、変圧器類、発電設備及び補機類、燃料タンク等水槽類、その他監督員が

指示するもの。

４．施工 （１）塗装

　・指定色で２回塗りとする。

　　金属管、２種金属線ぴ、吊りボルト、支持具等鋼板製（ＳＵＳ、溶融亜鉛メッキ、樹脂製は

　　除く）は原則として塗装を施すこと。

（２）行先表示等

　・分電盤、端子盤、制御盤、プルボックス、ハンドホール内の電線ケーブル類にはケーブル

　　サイズ及び行先の表示を施すこと。

（３）セパレータ

　・分電盤、端子盤、制御盤、コンセント内等に強電回路、弱電回路が混在する場合はセパレータ

　　を取り付けること。

（４）保護キャップ等

　・レースウェイ等のダクタークリップが、人が容易に近づける場所、高さ（おおよそ２ｍ以下）

　　にある場合は保護キャップを取り付けること。

（５）地中埋設配管及び埋設表示杭・シート

（６）防火区画部は国土交通大臣認定工法にて防火区画処理を行うこと。

５．その他 （１）使用機械

　・低騒音型、低振動型の建設機械の使用に努めること。

（２）測定機器の校正記録

　・工事で使用する測定機器に対しては適正に校正した器具を使用しなければならない。測定に先

　　立ち使用する測定機器の検査済証（写し）又は校正記録（写し）を監督員に提示すること。

（３）設計図書上に示すメーカー型番・姿図等は参考とする。

工事範囲

電気方式　種別

電
灯
設
備

工事範囲

三相３線式（２００／１００Ｖ） 単相２線式（ １００Ｖ ２００Ｖ　 （　　　　　）Ｖ）

配管 配線 機器取付 動力機器の試運転調整　　 消防立ち合い試験

電話受け口の改修自火報総合盤の取替、感知器撤去

特別なものを除き大角型とする配線器具

プレート 新金属 ステンレス フルカラー（　　　　） ワイド

ＬＥＤ器具をを優先とする。

パイプ吊りの照明器具は振れ止めを施工する。

照明器具

工事範囲

ト
イ
レ
呼
出
装
置
設
備

種　　別

配管 配線 機器取付

集合住宅業務用住宅用 ナースコール 身障者呼出装置

同時通話親子式交互通話通話方式

附属機能 電気錠解錠 ガス漏れ警報 非常押釦

その他

電気設備工事指定資機材適用規格及びメーカーリスト

　分　　類 　　資　機　材　名 　　適　用　範　囲 　　規　格　・　メ　ー　カ　ー　等

電線 電線、ケーブル類
（エコ電線・ケーブルを
　優先使用）　　　　　

一般配線工事に使用する
もので、エコ電線・ケー
ブルのあるもの

●ＪＩＳ規格適合品
●ＪＣＳ（日本電線工業会規格）規格適合品

●ＪＩＳ規格適合品上記以外の一般配線工事
に使用するもの

耐火、耐熱電線 耐火・耐熱性を必要とする
場所に使用するもの　

●登録認定機関（（社）電線総合技術センター）または指定認定
　機関（（社）日本電線工業会（耐火・耐熱電線認定業務委員会））
　により認定または評定されたもの
●（社）日本電線工業会により自主認定（評定）されたもの

圧着端子
裸圧着スリーブ

一般配線工事に使用する
もの

●ＪＩＳ規格適合品

電線保護物類 金属管、ＶＥ、ＰＦ、Ｈ
ＩＶＥ、ＦＥＰ、ＣＤ、
合成樹脂製可とう管、可
とう電線管、フロアダク
ト、各付属品

一般配線工事に使用する
もの

●ＪＩＳ規格適合品
●ＪＩＳ規格のない物にあっては、電気用品の技術上の基準を
　定める省令の適合品

●ＪＩＳ規格適合品
●ＪＩＳ規格のない物にあっては、電気用品の技術上の基準を
　定める省令の適合品

一般配線工事に使用する
もの

コンセント、スイッチ配線器具

照明器具 蛍光灯器具
（省エネ型を優先使用）

●ＪＩＳ規格適合品
●（社）日本照明器具工業会標準（ＪＩＬ規格）適合品
※メーカーは「設備機材等評価名簿」による

●ＪＩＳ規格適合品
※メーカーは「設備機材等評価名簿」による

分電盤、実験盤

制御盤

盤類

自動火災報知装置 感知器、発信機、中継器、
受信機、漏電火災警報器

●（社）日本配電制御システム工業会規格（ＪＳＩＡ）適合品
※メーカーは「設備機材等評価名簿」による

●登録検定機関（日本消防検定協会）の検定を受け、検定合格
　証票が貼付されたもの

注　・「ＪＩＳ規格適合品」と指定された資材は、工業標準化法に基づく適合の表示（製品・包装の外面、容器の外面、結束荷札ごとの納品書にＪＩＳ
　　　マーク表示、またはＪＩＳ規格証明書等の添付）のあるものをいう。
　　・「設備機材等評価名簿」とは、国土交通省官房官庁営繕部監修「建築材料・設備機材等品質性能評価事業　設備機材等評価名簿（電気設備機材
　　　機械設備機材）」の最新版をいう。ただし、納入地区及びアフターサービス地区に中部地区または近畿地区が含まれ、評価の有効期間内にある
　　　場合にのみ有効とする。
　　・「設備機材等評価名簿」に記載されていないメーカーの資機材を使用する場合は、評価基準と同じ条件を満たすことを証明する書類を監督員に
　　　提出し、承諾が得られた場合のみ使用できるものとする。
　　・特殊仕様の資機材を使用する必要がある場合は、仕様、性能等を証明する書類を監督員に提出し、承諾が得られた場合のみ使用できるものとする。

凡　例

記　号

電灯分電盤

名　　　　　　称 備　　考 記　号 名　　　　　　称 備　　考

ワイドプレートスイッチ　１Ｐ１５Ａ×１～６

　〃　　　３Ｗ１５Ａ、４Ｗ１５Ａ

～

動力分電盤 ３ ， ４

， ２ コンセント　２Ｐ１５Ａ×１、２Ｐ１５Ａ×２

２Ｅ 　　〃　　　２Ｐ１５Ａ．Ｅ×２＋Ｅ．Ｔ

　　〃

　　〃

　　〃

新金属プレートテレビ受け口（７５Ω）器具姿図参照

接地極

手元開閉器Ｓ

照明器具　天井取付け

　　〃　　壁付け

天井換気扇、壁付け換気扇（設備工事）

　　　〃 ｔ インターホン

別図参照WC呼出表示盤(1窓)ＮＣ

Ｎ トイレ呼び出し釦 　　〃

　　〃

　　〃

廊下灯

復旧釦

改修工事特記仕様書（電気）
1

工事範囲

自
動
火
災
報
知
設
備

種　　別

配管 配線 機器取付

感知器 消防立ち合い試験自火報総合盤の取替、感知器撤去

その他
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図名 縮尺

令和３年度　神戸地区市民センター共用トイレ改修工事

ｺﾝｾﾝﾄ設備　平面詳細図(改修前・後)
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EET
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EET

EET

EET

EETEET

記　号

　凡例　

名　　称 備　考

二重天井内はｹｰﾌﾞﾙころがしとし立上げ、立下げ箇所は

配管保護のこと

1・特記なき配管配線は下記による。

：EM-EEF2.0-3C(1C=E) (PF22)

：EM-EEF2.0-3C(1C=E) (PF22)

箇所

壁付けｺﾝｾﾝﾄ 2P15Ax2

壁付けｺﾝｾﾝﾄ 2P15Ax1,接地極,接地端子付
EET

電灯・動力分電盤

男性用ﾄｲﾚみんなのﾄｲﾚ女性用ﾄｲﾚ

53

51

52

ELCB2P50/20AT増設

　改修後　平面詳細図　

　平面図　S:1/100　

52

：EM-EEF2.0-2C (PF22)

51 52

53

1 ELCB2P50/20AT増設

1 A

B

NTS

事務所
空調機

和室東
空調機

洋室南
空調機

和室西
空調機

　LM-1　 既設電灯・動力盤

番号
MCCB
AF/AT

ELCB3P
100/75

番号 負荷名称MCCB
AF/AT

1P
50/20

1P
50/20

1P
50/20

1P
50/20

負荷名称

1φ3W
210/105V

MCCB3P
100/100

3φ3W
210V

2P
50/20

2P
50/20

2P
50/20

2P
50/20

1P
50/20

1P
50/20

1P
50/20

1P
50/20

1P
50/20

1P
50/20

1P
50/20

1P
50/20

ELCB3P
50/30

ELCB3P
50/30

ELCB3P
50/30

ELCB3P
50/30

ELCB3P
50/50

非常警報設備

ﾄｲﾚ呼出表示器電源
使用

予備

誘導灯

和室西照明 和室廊下ｺﾝｾﾝﾄ

洋室ｺﾝｾﾝﾄ 玄関照明

事務所ｺﾝｾﾝﾄ 和室東照明

洋室照明
廊下,便所,物置,
厨房照明

事務所照明
事務所受付
ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾋﾟｰ
事務所東
ﾌﾟﾘﾝﾀｰｺﾝｾﾝﾄ

ｻｲﾚﾝ

洋室北
空調機

ELCB3P
50/30

1 2

3 4

5 6

7 8

9 10

11 12

予備

みんなのﾄｲﾚ男性用ﾄｲﾚ

女性用ﾄｲﾚ

1

EM-EEF2.0-3Cｘ3

51 52 53

ELCB2P50/20AT増設

7
5
0

1,300

プロパン庫

事務所
玄関ポーチ

LM-1

湯沸室

ホール

和室

廊下

洋室（A）

トイレ呼出表示器（1窓）（新設）

1種金属線ぴ　B型

1Pﾓｼﾞｭｰﾙ
2P50/20

1Pﾓｼﾞｭｰﾙ
2P50/20

1Pﾓｼﾞｭｰﾙ
2P50/20

既設分電盤LM-1内部機器配置図

ﾄｲﾚ呼出表示器

1:50(A2)

1:70(A3)



件名

図名 縮尺

令和３年度　神戸地区市民センター共用トイレ改修工事

電灯設備　平面詳細図(改修前・後)

E

3

R=
1,
50
0

8,500

2,775 1,7802,0001,945

2,775 2,965 2,760

240

1,945 1,020 980 1,780

A 1
0
0

1
20

男性用トイレ

みんなのトイレ

倉庫

上部棚（２段）

女性用トイレ

掃除用具入れ

△

廊下

厨房

洋室（B） 既設天助収納はしご

Ｃ

Ａ

4
,
3
0
0

8,500

天井収納はしご
（既存のまま）

▽
天

井
貼
り
貼

り
撤
去

範
囲

▽
土
間

コ
ン

ク
リ
ー

ト
取

壊
し
範

囲

6,000

天井点検口

厨房

2,500 2,300

940 3,630 1106303651,1301,430 185 80

倉庫

廊下

洋室（B)

共用便所

記　号

　凡例　

名　　称 備　考

二重天井内はｹｰﾌﾞﾙころがしとし立上げ、立下げ箇所は

配管保護のこと

1・特記なき配管配線は下記による。

：EM-EEF2.0-2C

人感ｾﾝｻｰ式自動ｽｲｯﾁ 親機　K=換気扇連動Ｓ

LEDﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ

：EM-EEF1.6-3Cx2

Ｓ 人感ｾﾝｻｰ式自動ｽｲｯﾁ 子機（換気扇連動）

S2 操作ﾕﾆｯﾄ 2回路

+1.6-2C

K

6

LED 照明器具

：EM-EEF1.6-3Cx26

倉庫

共用便所

器具リスト

(PF22)

(PF22)

箇所

：EM-EEF1.6-3C(1C=E) (PF16)
1・特記なき配管配線は下記による。

：VVF1.6-2C 撤去

：VVF1.6-2Cｘ2 撤去

3
3

2
,
3
7
5

1
5
5

≒
2
2
.5

4
,
3
0
0

1
,
7
7
0

3
3

既設と接続

[再]

[再]

[再]

直付灯 FL40Wx1

室名 型式 ﾗﾝﾌﾟ 備考

撤去

台数

壁付灯 FL20W 2

FL40Wx1 2直付灯

撤去

撤去(1灯再使用)

(天井内)

Ｓ
Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

TV機器収納盤
（既設・再取付け）
埋込

S2S2

K

K

K

8

S2 6

6

6

8

6

破線 既設を示す。

3 ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ　3W15A

　改修前　平面詳細図　 　改修後　平面詳細図　

(A)ｘ2

(B)ｘ2

(A)ｘ2

換気扇 設備工事

既設と接続

既設と接続

6

6

ﾄｲﾚ

照 明 器 具 姿 図

使用場所

LED 直付天井灯

品   番

A LED22W以下 3,000lm以上3,300lm以下

LSS9-4-30

使用場所

品   番

LED ﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ

B LED9W以下 800lm以上1300lm以下

LRS1-08

みんなのﾄｲﾚ

1:50(A2)
1:70(A3)

1



件名

図名 縮尺

令和３年度　神戸地区市民センター共用トイレ改修工事

弱電設備　平面詳細図(改修前・後)

E

4

R=
1,
50
0

8,500

2,775 1,7802,0001,945

2,775

4
,
3
0
0

2
,
3
7
5

1
,
7
7
0

1
5
5

2,965 2,760

240

1,945 1,020 980 1,780

A 1
0
0

男性用トイレ

みんなのトイレ

倉庫

上部棚（２段）

女性用トイレ

掃除用具入れ

△

△

≒
2
2
.5

廊下

厨房

洋室（B） 既設天助収納はしご

Ａ

破線 既設を示す。

記　号

　凡例　

名　　称 備　考

1・特記なき配管配線は下記による。

復旧ﾎﾞﾀﾝ

TV機器収納盤 既設　移設・再使用

：S-5C-FB

ﾃﾚﾋﾞｺﾝｾﾝﾄ

呼出ﾎﾞﾀﾝ

廊下表示灯

定温式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器1種防水 [再]=撤去再使用を示す

：EM-AE1.2-2C
4
,
3
0
0

8,500

天井収納はしご
（既存のまま）

▽
天
井

貼
り

貼
り

撤
去

範
囲

▽
土

間
コ

ン
ク

リ
ー

ト
取

壊
し

範
囲

6,000

木製片引き戸撤去枠共

天井点検口

厨房

2,500 2,300

940 3,630 1106303651,1301,430 185 80
額縁：木製

アルミサッシ3,630×1,030（腰高H=990）

倉庫

廊下

洋室（B)

共用便所

既設感知器配線と接続

[再]

既設感知器配線と接続

[再]

[再]

[再]

引きひも付

ﾌﾞｻﾞｰ付

既設

差動式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器2種 [再]=撤去再使用を示す

ﾄｲﾚ呼出表示器 事務室　設置

：EM-AE1.2-3C (PF16)

(PF16)

二重天井内はｹｰﾌﾞﾙころがしとし立上げ、立下げ箇所は

配管保護のこと

：EM-AE1.2-4C

5C

5C

5C

5C

5C

5C

5C 既設ｹｰﾌﾞﾙ

誘導支援設備

ﾃﾚﾋﾞ共聴設備

自動火災報知設備

TV　ANTへ

TV　ANTへ

70

ｱｲﾎﾝ NBR-7HWA 相当品

ｱｲﾎﾝ NBR-2A-C 相当品

呼出2
5
0

380

8

60

70

1
2
0

11

1
2
0

13

電源電圧

形  状

材  質

窓  数

表示方式

形  状

材  質

備  考

形  状

材  質

備  考

AC100V 50/60Hz(内部電源DC12V)

壁取付形

SPCC t1.2

1窓

壁埋込型(JIS1個用ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ)

自己消火性樹脂

引きひも式､押ﾎﾞﾀﾝ式両用

壁埋込型(JIS1個用ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ)

樹脂

非防水形

呼出音と表示窓点灯

ｱｲﾎﾝ CBN-1C 相当品

ﾄｲﾚ呼出装置(1窓用) 呼出ﾎﾞﾀﾝ(引きひも付)

復旧ﾎﾞﾀﾝ

赤色LED表 示 灯

TV機器収納盤
（既設・再取付け）
埋込

TV機器収納盤
（既設・再取付け）
埋込

和室　TVｺﾝｾﾝﾄへ 事務所　TVｺﾝｾﾝﾄへ

既設配線再使用 S-5C-FBｘ2

既設配線　接栓にて接続

事務所　TVｺﾝｾﾝﾄへ和室　TVｺﾝｾﾝﾄへ

ﾌﾞｻﾞｰ付廊下灯

壁埋込型(JIS2個用ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ)形  状

材  質 ﾌﾟﾚｰﾄ:自己消火性樹脂

ﾗﾝﾌﾟｶﾊﾞｰ:ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ

116

1
2
0

21.5

ﾌﾞｻﾞｰ付備  考

ｱｲﾎﾝNR-BZLB27 相当品                    

1:50(A2)

1:70(A3)



女性用トイレ

男性用トイレ

みんなのトイレ

倉庫

件名

図名 縮尺
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5,7502,3007,0006,0001,000

22,050

5,500 6,000 2,500 2,300 5,750

7
5
0

1,300

A

B

C

D

プロパン庫

事務所
玄関ポーチ

LM-1
湯沸室

ホール

和室

縁側押入

床の間

床の間

押入

勝手口 廊下

厨房

1 2 3 3' 4 5

令和３年度　神戸地区市民センター共用トイレ改修工事

弱電設備　改修後　全体平面図

E

5

和室

洋室（B）

洋室（A）

1種金属線ぴ　A型

LM-1

事務所　展開図　S:1/30

ﾄｲﾚ呼出表示器

ｺｰﾅｰﾎﾞｯｸｽ

1:100(A2)
1:141(A3)



件名

図名 縮尺

令和３年度　神戸地区市民センター共用トイレ改修工事

特記仕様書

M

1

工事場所

一　般　事　項

共　通　事　項

ｍ ｍ

ｍ ｍ

ｍ ｍ

ｍ ｍ

２５０Ａ以上

ｍ ｍ

ｍ ｍ

工　事　種　別

Ｋ ｇ ｆ ／ ｃ ｍ Ｋ ｇ ｆ ／ ｃ ｍ

　　給　水　設　備

Ｋ ｇ ｆ ／ ｃ ｍ Ｋ ｇ ｆ ／ ｃ ｍ

備　考

適　用　仕　様　書 ・日本建築家協会編「建築設備工事共通仕様書」

・空気調和・衛生工学会規格「空気調和・衛生設備工事標準仕様書」

保　温　工　事 ・保温施工範囲は共通仕様書による。

・保温施工種別 　　・共通仕様書による。

　　・下表による。（但し機器、煙道は共通仕様書による）

屋外露出・多湿箇所

　　グラスウール

　　保温筒

　　保温筒

　　保温筒

防水麻布（アスファルトプライマー）

天井・ＰＳ内

床下・暗渠内

　　・共通仕様書による。

　　・下表による（但し機器、煙道は共通仕様書による）

８０Ａ以下

１００－１５０Ａ

２０

２５

４０

給排水管 給湯管 ドレン管温水管

２５Ａ以下

３２－２００Ａ

３０

４０

５０

冷水管 冷温水管

・下水納付金等 ・要　（＊別途工事　　・本工事）　　　　・不要

・桝 ・公団形（Ｂ種）　　・現場打　　・市販桝　　・小口径　　・ビニル桝

・　配　管　材　料

　　放　流　先

　　排　水　方　式

　　排　水　設　備

　　屋　内

　　屋　外

　　合　流　方　式　　分　流　方　式

　　合　流　方　式　　分　流　方　式

　　合　流　方　式　　分　流　方　式

　　下　水　管

　　下　水　管

　　下　水　管

　　浄　化　槽

　　合併処理槽

　　調　整　池

　　既　設　桝　　合併処理槽

　　既　設　桝　　側溝又は河川

　　側溝又は河川　　既　設　桝

・硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

・コーティング鋼管（可とう継手又はＭＤ継手）

・硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

（外圧管・２種　・１種）

そ　の　他

引込加入、市納金等 ・要　（＊別途工事　　・本工事）　　　　・不要

・水栓は節水コマとする。

量　水　器

その他の部分 ・ＪＩＳ　１０

直結部分　　・水道業者指定品
２ ２

本体

本体

圧　送　方　式

　　給　水　方　式

　　　　　　　　　　（　　圧力タンク　　回転数制御）

　・ステンレス製　・一体型　　　　・パネル型

　　　（・複合板　　　・単板）

　　　　　　　　　・パネル型　　 （・複合板　　　・単板）

高　置　水　槽

受　水　槽

水　　栓

弁　　類

・　自動制御設備

・　排　煙　設　備

・　換　気　設　備

・　ダクト設備

・　配　管　設　備

○

・　ろ　過　設　備

・　消　火　設　備

・　ガ　ス　設　備

・　給　湯　設　備

・　衛生器具設備

・　排　水　設　備

・　給　水　設　備

給排水衛生設備

　　屋　外 　　屋　内（　　　　）

　　給　湯　設　備

給　湯　方　式

配　管　材　料

燃　　料

そ　の　他

・耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管

・耐熱性硬質塩化ビニル管

　　ガ　ス　設　備

ガスの種別

・　配　管　材　料

・　気　化　装　置

・　メ　ー　タ　ー

・　ガス漏れ検警報器

・　引込納付金等

・　そ　の　他

・液化石油ガス　（発熱量　１２，０００ｋｃａｌ／ｋｇ）　

・配管用炭素鋼鋼管（白）

・ビニル被覆鋼管（地中埋設部）

ボンベ（・１０ Ｋ ｇ ・２０ ・５０ Ｋ ｇ

転倒防止鎖等（・本工事　　・別途工事）

・貸与品　　・買取品

・本工事　　・別途工事 ・一般形　　・自動遮断弁付

・要　（＊別途工事　　・本工事）　　　・不要

　　消　火　設　備

・　屋内消火栓箱

・　屋外消火栓箱

・　連結送水管

・　配管材料

・　消火栓弁

・　そ　の　他

・ＨＢ－２１　　・ＨＢ－２２

・ＨＢ－１１Ａ．Ｂ ・ＨＢ－１２Ａ．Ｂ

２

・屋内消火栓 ・屋外消火栓

・連結送水管 ・連結散水管 ・移動粉末消火 ・フード消火

　　ろ　過　設　備

・　方　式 ・砂　　　・フィルター　　　・　　　　　　　　　

・　制　御 ・全自動　　　・手動　　　　　

・　配　管　材　料

　　浄　化　槽　設　備

・　材質 ・ＦＲＰ製　　・コンクリート既成管　　・ＲＣ躯体　

・　補強スラブ ・要　　　　　　　・不要

・　設計空気条件 ・　外　気 Ｃ ％ 冬季 Ｃ ％

・　室　内 Ｃ ％ Ｃ ％
（指示なきは建設省
建築設備設計基準による）

・　一般系統の湿度は成行きとする。

・　熱源機器

・　放熱器

・冷温水発生機　　・チラー（　・空冷ＨＰ　・空冷　・水冷ＨＰ　・水冷）

・温水ボイラー　・氷蓄熱　

　　配　管　設　備

・　配　管　方　式 ・　冷媒配管 ・　冷却水配管 ・　温水配管

・冷媒用被覆銅管

・冷温水管

・冷水、温水管

・外面塩ビ被覆鋼管・配管用炭素鋼鋼管（黒）

・配管用炭素鋼鋼管（黒）

・油管

・蒸気管

・　弁　　類 ・ＪＩＳ　５ ・ＪＩＳ　１０２ ２

・ 耐熱性硬質塩ビライニング鋼管

・空冷ＨＰパッケージ　　・ガスＨＰパッケージ　　・ＦＣＵ　　・ＡＨＵ　

　　ダ　ク　ト　設　備

・　風　　道

・　風　道　材　質

・低速風道　　・高速風道

・　吹出口・吸込口

・　そ　の　他

・銅管　（・Ｍ　・Ｌ）　　・被覆鋼管　（・Ｍ　・Ｌ）・ステンレス鋼管 の材質 ・アルミニウム製　　　・鋼板製（指定色焼付塗装）

・亜鉛鉄板　・塩化ビニルライニング鋼板・ステンレス板

　　換　気　設　備

・　換　気　方　式

・　風　　道

・　風　道　材　質

・　吹出口・吸込口

・　耐　火　被　覆 ・湯沸室排気ダクトについては法規に準じた耐火被覆を行う。

・低速風道　　　・高速風道

・亜鉛鉄板　　・塩化ビニルライニング鋼板

　　の材質 ダクトの当該項目による。

　　排　煙　設　備

・　風　道　材　質

・　排煙口の形式

・　排煙口開放装置

・　復　帰　方　法

・　排煙風量測定

・　そ　の　他

検査方式に準ずる。

・建築設備定期検査業務指導書（日本建築設備安全センター）の排煙風量の

・遠隔形 ・手元形

・手動 ・手動及び遠隔操作可能なもの。

・天井取付　　（・スリット形　　・スイング形　　）

・亜鉛鉄板 ・普通鋼板（厚１．６ ｍ ｍ ）

　継手共

　　青銅弁・鋳鉄弁　

保温材　　ＲＷ、ＧＷ保温材

ポンプ　　ポンプ類

衛生器具　　衛生陶器・水栓
　水槽　　ＦＲＰ製

　　鉄パネル

　　桝類（公団型）

　　排水金物
　　鋳鉄製蓋
　　量水器

ガス器具　　ガス配管器具

　　ガス給湯器（都市ガス）

　　ガス給湯器（ＬＰＧ）

　　厨房器具

ガス警報　　ガス警報システム
　　濾過器

滅菌器

　　消火栓類

　　消火栓ホース

　　スプリンクラー・泡消火

　　特殊ガス消火

　　合併浄化槽（ＲＣ造）
　　合併・単独浄化槽

グリス
　　クリーントイレ

トラップ
特殊ガス　　特殊ガス設備

　　グリス・ガソリントラップ

　　製缶類・熱交換器
　　真空式温水機
　　電気温水機
　　鋼製ボイラー
　　セクショナルボイラー
　　小型ボイラー
　　冷温水発生機（５０ＲＴ以上）
　　小型冷温水発生機
　　冷凍機
　　パッケージ型空調機

　　ユニット型空気調和機
調和機　　ファンコイルユニット

　　ファンコンベクター
　　冷却塔

防振装置　　防振材・防振装置

加湿器　　加湿器

送風機　　送風機類

換気扇

　　全熱交換器

浄装置
空気清　　エアーフィルター

　　風量ユニットＣＡＶ，ＶＡＶ

協和コンクリート　桑名工業　昭和工業　ネオジオ　丸八産業　

オオタケ　カネソウ　ダイドレ　中部　南濃　福西　ホクキャスト

愛知時計　金門製作所　リコー精器

伊藤工機　桂精機　藤井合金　冨士工器

ガス供給者の承認する製造者の製品

省令による証票を付したもの
アイホー　コメットカトウ　サンウェーブ　トーヨー　日本調理機　フジマック
金門製作所　富士工器　富士電機　松下電工　矢崎総業　　

立売堀製作所　岸本産業　北浦製作所　村上製作所　横井製作所　

日本消防検定協会の合格表示品

川重防災　セコム　日昭・林テクノス　日信防災　ニッタン　能美防災

ＬＩＸＩＬ　積水化学　ネポン　日立化成　松下電器産業　ロンシール

川重防災　セントラルユニ　田中製作所　テイサン

カネソウ　栗本　下田機工　積水プラントシステム　

島倉鉄工所　広島鉄工　ベルテクノ　ホーコス　森松工業　　
昭和鉄工　高尾鉄工所　タクマ　前田鉄工所　三浦
愛知電機　東芝　日本イトミック　松下電器産業　三菱電機
石川島汎用バイラー　高尾鉄工所　タクマ　前田鉄工所
昭和鉄工　巴商会　前田鉄工
愛知電機　石川島汎用ボイラー　荏原ボイラー　クボタ　昭和鉄工　巴商会　
荏原製作所　川崎重工業　クボタ　三洋電機　ダイキン工業　日立製作所　三菱重工業　
荏原製作所　三洋電機　東芝　日立製作所　松下電器産業　矢崎総業　

評価事業名簿による
評価事業名簿による

評価事業名簿による
荏原シンワ　空研工業　三菱樹脂　
倉敷化工　高砂ゴム　特許機器　ブリジストン　明治ゴム化成

ウェットマスター　ピーエス工業　山武計装　

評価事業名簿による

栗田工業　東芝　日立製作所　松下電器産業　三菱電機

評価事業名簿による

評価事業名簿による

ＪＩＳ規格品
ＪＩＳ規格品

アライ実業　オーツカ　栗本
大阪ラセン管工業　栗本　秦弘　富士空調工業　フジモリ産業

水マ－ク表示品　 ＪＩＳマ－ク表示品　他規格品　　ＨＡＳＳ表示品ＷＳＰ規格品　

評価事業名簿による

ＪＩＳマ－ク表示品　（規格以外）　ＩＮＡＸ　東陶機器　
積水プラント　日立化成　ブリジストン　三菱樹脂　
積水プラント　ブリジストン　

ＪＩＳマ－ク表示品　

ＪＩＳマ－ク表示品　

　　トキメックランデイスギア　山武ハネウェル　横河ジョンソンコントロールズ

空研工業　新晃工業　トーキン　錦興業

エアコンスター　クボタ　新晃工業　東プレ

　　吹出口・吸込口

　　ステンレス鋼板
　　スパイラルダクト
　　フレキダクト
　　自動制御機器

呼び径１００Ａ以上の弁は係員と協議のうえバタフライ弁を使用 してよい。

・　冷温水配管

・配管用炭素鋼鋼管（白）

・配管用炭素鋼鋼管（白）

・冷媒管

濾過装置

消火設備

簡易水洗

冷却塔

屋外排水管　　　・遠心力鉄筋コンクリート管

・硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

・耐火被覆ビニル管

　　屋内汚水管　　　・ラバージョイント形排水鋳鉄管
・コーティング鋼管（可とう継手又はＭＤ継手）

　　雑排水

　　汚　水

　　雨　水

　　雨　水

　・ステンレス製　・一体型　　　　・パネル型

　・鋼板　　　　　・一体型　　　　・パネル型

　・ＦＲＰ製　　　・一体型　　　（・複合板　　　・単板）

高　架　水　槽　式　（　　市水　　　　　　　　）

水　道　直　結　式

空　調　設　備

２００Ａ以上

　　機　器　設　備

ダクト
附属品
ダクト

　空気

ボイラー

　　磯村　オーヤラックス　水道機工　日本曹達

（マンホール、弁桝蓋）　評価事業名簿による

（ＦＲＰ製）建設大臣型式認定品

「ガス事業法」「液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律」に基づき、

　　管　

　　弁

鋳鉄製品

全熱
交換器

浄化槽

冷凍機

製缶類
温水機

滅菌器

配　管　材　料

・局所式　・ガス給湯機　　・瞬間湯沸器　　・電気温水器　　

下記リスト以外の選定は係員の承認を必要とする。

　　指　定　メ　ー　カ　ー分類

メーカーリスト

資材名

量水器

　桝

自動制御

　　亜鉛鉄板

　　換気扇類

○

○

夏季　

ダイキン工業　東芝　三菱電機　

・　機　器　設　備

・　制　御　方　式 ・電子 ・電気 ・空気

・　そ　の　他

　　自　動　制　御　設　備

・冷媒用銅管・　配　管　材　料

・消火栓箱は指定色焼付塗装とする。

○

○

○

・ＪＩＳ　５

・硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

○

ＬＩＸＩＬ　西原ネオ　日本理化　　

工事名称

（○印を付けたものを適用する。）

・粉末消火

・鋼管（・ＪＩＳＧ３４５２　・ＪＩＳＧ３４５４）

ノーミ　ニッタン　日本ドライケミカル　能美防災　ホーチキ

・別途　　・本工事

○

建　築　概　要

（○印を付けたものを適用する。）

ＳＵＳ鉄板仕上げ

アルミガラスクロス

・都市ガス　（種別　　１３Ａ　発熱量１１，０００　ｋｃａｌ／ｍ３　

・消音フレキ ・フレキシブルダクト

消火管（但し屋外のみ）

・　そ　の　他

・耐熱性塩化ビニル管

・粉末強化液 ・採水設備

　　供給事業者名　　　　）

・供給事業者の仕様による。

・内外面耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管　（土中、暗渠）

・　そ　の　他

・耐熱性硬質塩ビライニング鋼管

・内外面耐熱性硬質塩ビライニング鋼管（暗渠）

通気管　　　　　・配管用炭素鋼管（白）

雑排水管　　　　・配管用炭素鋼鋼管（白）機械廻り

・配管用炭素鋼鋼管（白）

・耐衝撃性塩化ビニル管（ＨＩ）

○

○

○

・ステンレス板（屋外部）

・　厨房排気ダクトはハゼ部シール処理のこと

・ライニング鋼管（・ＶＡ・ＶＢ・ＶＤ・ＰＡ）　

　　・都市ガス　　・ＬＰＧ　　・灯油　　・Ａ重油　　・電気　　

機械設備工事特記仕様

　 　

・耐火被覆ビニル管

・耐火被覆ビニル管 ・耐熱塩化ビニル管（ＨＴ）

○

・耐熱性硬質塩ビライニング鋼管（熱交換器廻り）

・局所　　　・中央

・さや管工法　（・架橋ポリ管（被覆）　居室分岐部及び埋設部

○

そ　の　他 各階に伸縮継手取付

・要（＊電気式　　・温水　　）　　　・不要

・保温材の厚さ

・塩化ビニル管（ＶＵ）多湿箇所　　　・スパイラルダクト

・塩化ビニル管（ＶＵ）多湿箇所

三協　三進　サンケイ　寿　アクアパル

・　そ　の　他

・ポリエチレン管（屋外地中埋設部）

・消火器

・　

○

○

・　浄化槽設備

・　方式、容量

・ドレン管 ・配管用炭素鋼鋼管（白） ・硬質塩化ビニル管

・断熱ホース

・　厨房内換気ダクト、外気取り入れダクトは断熱のこと

構　造 階　数 延　面　積（ｍ）２建　物　名　称

○

・屋内暗渠（・ＶＤ　・ＰＤ）　

○

優　先　順　位 １．現場説明事項．質疑応答書

３．設計図書

４．工事共通仕様書

申　請　手　続

疑　　　義

変　　　更

完　成　図　書

耐　震　基　準

設計図書の誤記、記載漏れ、又図面上納まり不明な事に起因する問題点、

疑義についてはその都度監督員と協議すること。

設計図書に明記なくとも、外観上、機能上又は法規上当然必要と認められ

るものについては、本工事に含むものとする。

工事に伴う関係官公署、ガス会社への諸手続きは請負者がこれを代行し、

必要経費も本工事に含むものとする。

工事完成の上は各種の試験、検査を受け許可書証、成績表、工事写真、日報、

材料検収簿、完成写真、竣工図、取扱説明書等とりまとめ提出すること。

日本建築センター編「建築設備耐震設計・施工指針」によること。

・地中埋設の給水、ガス、消火管等は埋設表示杭、埋設シートを布設する。

・重量機器及び器具は吊りボルトにて堅固に取り付けること。

・機器及び配管等は、地震時に水平移動、転倒、落下などが生じないように

　「建築設備耐震設計指針」により施工する。

・防火区画貫通部分は、日本建築センターの性能評定を受けた工法に基ずく材料を使用すること。

・建物導入配管（給水、ガス、消火）は充分な可撓製を有する変位吸収配管施工をおこなう。

・水密を要する部分を除きスリーブに用いる材料は、紙製等の型枠を使用することができる。

・排水管を除く管の埋設深さは、一般敷地３００ｍｍ以上、車両道路部６００ｍｍ以上とする。

・振動の伝幡を防ぐ必要のある配管及び強制循環する水配管で管径６５φ以上の配管には、

　防振吊り金物又は防振支持金物を設けるものとする。

・既設コンクリート床、壁などの配管貫通部の穴明けは、原則としてダイヤモンドカッターによる。

・土間配管は土間筋に吊り下げるなど埋設配管を保持するようにする。

・屋外露出及び多湿箇所（トレンチピット等）の配管架台は、ＳＵＳ又はＳＳ溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

・系統が分かるように、必要箇所（機械室、ＰＳ内等）に文字書き・矢印記入・バルブ札取付をおこなう。

・機器・配管・支持金物において、異種金属が接触する部分には、絶縁処理をおこなう。

特　記　事　項

○

○

○

○

○

○

○

２．本特記仕様書

○

○

○

（但し機器類は除く）

・中央式　・ボイラー　　・温水機　　・ガス給湯器　　・エコ給湯機　　

・さや管工法　（・架橋ポリ管（被覆）　）

・　ボ　ン　ベ

夏季　２６ 冬季　２２

　　　　　　　　　・パネル型　　

　・ＦＲＰ製　　　・一体型　　　（・複合板　　　・単板）

○

○

荏原製作所　川重冷熱工業　クボタ　ダイキン工業　日立製作所　三菱重工業　三菱電機

　　ＰＳ

　　ＰＳ

※壁内隠蔽排水配管の保温は行わないものとする

○

○○

・塩化ビニル管〈地中〉　（・ＨＩ　・ＶＰ　・ポリ管）

○・ライニング鋼管〈隠蔽部〉　（・ＶＡ・ＶＢ・ＶＤ・ＰＡ）　

○

○

○

○

・スプリンクラー消火　・特定施設ＳＰ

・ＳＧＰ－ＶＳ

１ ０ Ｋ ｇ ｆ ／ ｃ ｍ

・　そ　の　他

・国土交通大臣官房官庁営繕部監修「機械設備工事共通仕様書」平成３１年度版

・硬質塩化ビニル管（ＶＵ）１５０Ａ以上

市民センター

　　屋　内

○

・貸与品　　・買い取り　（私設）

○

　　屋　内（　　　　）

○

○

○ ○

○

・バルク）本数（３＋３本）

消火設備の種別

・１号消火栓

・単独　　・合併　　　算定人員　１５人槽　

令和３年度　神戸地区市民センター共用トイレ改修工事

伊賀市　神戸　地内

○

○

○

○

○

○

○

○

○

・そ　の　他 ・和風便器が防火区画を貫通する場合は耐火カバーを設ける

・水　　栓 ・節水コマ（泡沫式は除く）　　・普通コマ

・大便器洗浄方式 ・ＦＶ（・節水形　　・低圧式）　　・洗浄タンク○

○ ○

　　衛　生　器　具　設　備

○

○

○

○ ○

○ ○



件名

図名 縮尺

令和３年度　神戸地区市民センター共用トイレ改修工事

機器・器具表

M

2

１

１

１

１

１

１

３ ３

１

３

２ ４

２ １

１

１

合
　
　
計

付属品　　　他一式共参考品番器具名称

衛　生　器　具　表

女
性
用
ト
イ
レ

１

１

１ １

小便器

車椅子対応腰掛便器

（高座面）

棚付二連紙巻器

Ｌ型手すり

はね上げ式手すり

小便器用手すり

洗面器

バリアフリー洗面器

化粧鏡 ＫＦ－５０７５

Ｌ－３６５ＡＰＲＳ

Ｌ－１７６ＵＦＣＲ

ＫＦ－７０１ＡＥＪ

ＫＦ－４７１ＥＨ７０Ｊ

ＫＦ－９２０ＡＥ７０Ｄ１２Ｊ

ＣＦ－６３ＨＳＴ

ＢＣ－２２０ＳＫ

Ｕ－Ａ５１ＡＰ １００Ｖ

ＡＭ－３００Ｖ１・ＬＦ－ＷＮ７ＰＥ・ＳＦ－１０Ｅ・ＫＦ－３０ＤＮ

ＡＭ－３００ＣＶ１・ＬＦ－９７ＰＡ・ＫＦ－３０ＤＮ・ＳＦ－１０Ｅ・ＫＦ－２４Ｆ

５０８×７６２

１

ＢＣ－Ｐ１１０ＳＭＡ
洋風腰掛便器

（掃除口付）

ＬＦ－７ＫＲＺ－１３・ＳＦ－２５ＰＡ・ＳＦ－１０Ｅ・ＫＦ－３０ＤＮＳ－１７マルチシンク

１

フック ＹＫＨ２２

１

１ ２

１

１

３

１

１

２

４

男
性
用
ト
イ
レ

掃
除
用
具
入
れ

み
ん
な
の
ト
イ
レ

ＤＱ－ＰＡ１５０ＣＨ・ＣＷ－ＰＡ１１ＦＱＥ－ＮＥ・ＣＦ－０２０－ＳＥＴ

ＤＴ－Ｋ２５０・ＣＷ－ＰＣ１２－ＮＥＣＫ－ＵＲ・ＣＦ－００８－１

注記　　　器具個数は参考とし各図面確認の上とする。

　　　器具の色柄及び仕様は再度打合せ、協議、承認図を提出の上、決定する事。

　　　器具取付箇所は事前に打合せを行い建築工事にて必要な補強を行う事。

ベビーキープ ＡＣ－ＢＫ－Ｆ６２

シートぺーパーホルダー ＣＦ－２４

１ ２

１ ２

３

３

桝　　仕　　様

種　　別

小　口　径　イ　ン　バ　ー　ト　桝

記号 ・Ｄ　→　ＭＨＤ蓋
・トラップ　→　トラップ桝

桝　寸　法 桝　寸　法 備　　考記　　号

Ｓ－２ 200φ 密　閉　型　２００φ 記号

・Ａ　→　ＭＨＡ蓋
・ドロップ　→　ドロップ桝・Ｔ　→　鋳鉄製蓋（Ｔ－８）

・Ｂ　→　ＭＨＢ蓋
・表記なし　→　塩ビ製蓋（鎖付き）

・化粧　→　化粧蓋＋ＭＨＢ蓋・格子　→　格子蓋
・格子　→　格子蓋

管底レベルを示す

桝種別を示す

桝凡例

（ＧＬ基準）

Ｓ１

Ｔ
ＵＴ

蓋種別を示す

桝仕様を示す

1000

換　 気　機　器　表

機器番号 機器名称 送風機 台数

（Ｗ）

電源

（φ－Ｖ）

電　気　容　量

設置場所及び備考形　式　・　仕　様

注記 消費電力は参考とする

男子、女子用トイレＶ－１

風　　量

形　　式

ｍ３／ｈ Ｐａ

付属品

１－１００天井扇 低騒音形 29.5 ２

深型フード（指定色塗装）、他一式

45250VD-18ZC12

Ｖ－ ２

VD-15ZC12

付 属品

ｍ３／ｈ 40140風 　　量

形　　式

Ｐａ

１－１００ 17.5 １ み んなのトイレ低騒音形天井扇

深型フード（指定色塗装）、他一式
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カーポート

件名

図名 縮尺

令和３年度　神戸地区市民センター共用トイレ改修工事

配置図（給排水衛生設備）
1:200(A2)

M

3

 M 

既設量水器20

 - 

 -
 

20

100.20.75.125

100

犬走り(CON土間）1000ｘ2000撤去・復旧

※建築工事

平面詳細図参照

既設配管を示す（残置）

凡例

1:282(A3)
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厨房

2,500 2,300

令和３年度　神戸地区市民センター共用トイレ改修工事

現況平面詳細図（給排水衛生設備）

M

4

940 3,630 1106303651,1301,430 185
80

倉庫

廊下

洋室（B)

共用便所

 - 

 -
 

 -
 

 - 

 - 
 - 

20

20
20

20

20
20

50

50

50

40

40 40

75

75

75

100

75

75

100

T5A50

COA75 COA100

COA75

既設配管を示す（残置）

既設配管切断箇所を示す

凡例

既設配管を示す（撤去）

手はつり箇所を示す

既存機器表

紙巻器 撤去

撤去和風便器

撤去

洋風便器 撤去

小便器

ｺﾅｰﾀﾝｸ

３

２

１

１

手洗い器

手摺

仕切り板

３ 撤去

１ 撤去

１ 撤去

100

VC50

40

50

50

40

50

天井

GV20

75 75

20

100 100

20
 -  -  - 

125 125

1:42(A3)
1:30(A2)



件名

図名 縮尺

8,500
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970

240

1,945 1,020 980 1,780

A 1
0
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120

令和３年度　神戸地区市民センター共用トイレ改修工事

改修後平面詳細図（給排水衛生設備）
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男性用トイレ

みんなのトイレ倉庫
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6
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0

フック

フック

フック

女性用トイレ

掃除用具入れ

既設配管を示す

既設配管切断箇所を示す

凡例

新設配管を示す

コア抜き箇所を示す

既設貫通を示す
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100100
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75 75
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20 20
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20
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天井

VC50GV20

75 75

20

100 100
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 -  -  - 

GV20

既設通気貫通口利用125 125

Ｓ ２
400

Ｓ ２
450

犬走り(CON土間）1000ｘ2000撤去・復旧

※建築工事

※壁内隠蔽給水配管は塩ビライニング鋼管（VA）とする

1:42(A3)
1:30(A2)
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2,500 2,300

令和３年度　神戸地区市民センター共用トイレ改修工事

現況平面詳細図（換気設備）

M

6

940 3,630 1106303651,1301,430 185
80

倉庫

廊下

洋室（B)

共用便所

既設配管を示す（残置）

既設配管切断箇所を示す

凡例

既設配管を示す（撤去）

手はつり箇所を示す

SD150

和室換気 和室換気

厨房換気

既存機器表

１ 撤去天井換気扇 150φ

1:42(A3)
1:30(A2)
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令和３年度　神戸地区市民センター共用トイレ改修工事

改修後平面詳細図（換気設備）

M

7

83

1
2
0

男性用トイレ

みんなのトイレ倉庫

フック

フック

フック

女性用トイレ

掃除用具入れ

2

既設配管を示す

既設配管切断箇所を示す

凡例

新設配管を示す

SD150

SD150

SD100

既設通気貫通口利用

コア抜きを示す

厨房換気

和室換気和室換気

既設貫通を示す

１
Ｖ

１
Ｖ

２
Ｖ

1:42(A3)
1:30(A2)


